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このたびは菊水電子の電子負荷装置をお買い求めいた
だき誠にありがとうございます。

この取扱説明書は

バージョン　２．0＊
（＊は０～９の数字を表します。）

のＲＯＭを搭載した製品に適用します。

製品についてのお問い合わせの際には

・形名
・ＲＯＭのバージョン
・製造番号（本体後面に表示されています）

をお知らせください。

 ＲＯＭのバージョンの確認について

ＲＯＭのバージョンは、第２章の「２．３　動作確認」で確認できます。

　本機をはじめて使用する場合や設置し直した場合には、この取扱説明書の

安全に使用していただくために.......................... V ページ
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をお読みの上、所定の作業を行ってください。
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１．２　特長　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　ＰＬＺ－３Ｗシリーズは、次のような多くの特長を備えています。

■ 定電力モード

　　定電流モード、定抵抗モード、定電圧モードに加え、定電力モードの制御機能が新たに追加されまし
た。この機能は、特に電池の寿命試験などに威力を発揮します。

■ ５０μｓの高速動作

　　定電流モードは、電流の立上り・立下り時間が５０μｓと高速で、直流電源の過渡応答試験を正確に
行うことができるほか、疑似負荷としてより正確なシミュレーション波形が実現できます。

■ シーケンス機能

　　パネルあるいはＧＰＩＢなどにより設定されたシーケンス・パターンを内部メモリに保存し、ホスト
のコントローラやトリガ信号を用いて実行したり、コントローラから切り離してパネルから実行したり
することができます。シーケンスには、次の２種類があります。

・ファースト・スピード・シーケンス：１ステップ最短１００μｓきざみでプログラム可能

・ノーマル・スピード・シーケンス　：ランプ波形が１ステップで設定可能

　　シーケンスは、パネル面からはもちろんのこと、ＧＰＩＢなどのインターフェースを通じて、パソコ
ンから制御することができます。

■ 優れた操作性

　　主要な機能は、１つのキーで簡単かつ迅速に操作することができます（１キー１機能）。また、ジョ
グ・シャトルにより微細な設定が行えるほか、オプションのＲＣ１１を使用すればテンキーによる入力
が可能になるなど、より高い操作性が実現されています。さらに、オプションのＲＣ０２－ＰＬＺ（リ
モート・コントローラ）を使用して遠隔操作を行うこともできます。

　　セットアップ機能を使用すれば、多くの設定項目の値を保存して、必要なときに呼び出すことができ
ます。また、【Ａ】、【Ｂ】、【Ｃ】の３つのキーを使用して各動作モードの設定値をメモリに保存し
たり、呼び出したりすることができ、繰返し試験などに便利です。

■ 見やすいバックライト付き液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）

　　ＬＥＤバックライト付きＬＣＤを採用しており、各種の表示情報を、部屋の明るさに左右されること
なく容易に読み取ることができます。

■ 豊富なインターフェース・ボード（オプション）

　　オプションのインターフェース・ボードを使用すれば、ＧＰＩＢ、ＲＳ－２３２Ｃ、ＭＣＢ（マルチ・
チャネル・バス）によるコントロールが可能です。シーケンス機能と組み合せることにより、多様なシ
ステムの構築が可能になります。

　　ＭＣＢは当社独自開発の拡張用シリアルインターフェースで、汎用インターフェース（ＧＰＩＢ、Ｒ
Ｓ－２３２Ｃ）からオンラインで最大１５台の装置（電子負荷装置および電源装置）をコントロールす
ることができます。
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２. ２. ３　電源コードの接続

◎本製品に付属する3極プラグ付き電源コード（図 ２. ２－３）の定格電圧は、AC 125
Vです。もし、本製品を200 V系の入力電源電圧で使用する場合は、入力電圧に適し
た電源コードと交換してください。適切な電源コードは専門の技術者が選択してくだ
さい。電源コードの入手が困難な場合は、お買い上げ元または当社営業所へご相談く
ださい。

この電源コードは、
定格電圧 : AC 125 V、定格電流 : 10 A

です。

図２. ２－３

当社では、別売の200 V系電源コードとして、
左図のプラグ付き電源コードを用意しています。
この電源コードは、
定格電圧 : AC 250 V、定格電流 : 10 A

です。［85-AA-0005］
図２. ２－４

本製品に添付された電源コードを他の機器の電源コードに使用しないでください。

次の手順で、電源コードを接続してください。

・本機の電源スイッチがオフになっていることを確認します。
・後面パネルのACインレットに電源コードを接続します。

電源コードは当社指定のもの、または専門の技術者によって選択されたものを使用してください。
・電源コードのプラグをコンセントに差し込みます。

接地について

・ ◎接地を行わないと、感電の危険性が生じます。
◎必ず電気設備技術基準D接地工事が施されている部分へ接地してください。

◎接地を行わないと、外来ノイズにより誤動作が起きたり、本機から発生するノイズが
大きくなったりすることがあります。

・付属の電源コードのＧＮＤ（線）または、後面の接地端子　　を接地してください。

GND 端子
（例）

GND端子付
2極コンセントへ

接地工事が施されている
3極コンセントへ

3P-2P変換プラグ

配電盤の接地端子などへ
図２. ２－ ５

警告

警告

注意



















第３章
操作方法

前半では、本機各部の名称を紹介し、基本操作の方法を説明します。後半
では、シーケンス動作や応用操作の方法を説明します。
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３．１　各部の名称　　　　　　　　　　　　　　　　　

　本機の各部の名称を示します。操作時の参考にしてください。

３. １. １　前面パネル

「第５章　５.１前面パネル（5-2頁）」の項を参照してください。

３. １. ２　後面パネル

「第５章　５.２後面パネル（5-8頁）」の項を参照してください。
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［ＭＥＭ］

［ＳＥＴ］
［ＡＬＬ］

３. ５. ８　セットアップ機能とバックアップ・メモリ

　本機は、電源オフする前の状態すなわちセットアップを自動的に記憶しています。
本機はまた、異なった環境設定で容易に使用できるよう、下表の設定値の全部または一部をセットアップ
として、内蔵のバックアップ・メモリに４個のセットアップを保存することができます。このバックアッ
プ・メモリは、内蔵の電池でバックアップされています。
　内蔵の電池は充電式となっていて本機の電源を入れている間充電されています。電源を切った後、約１ヶ
月間はメモリのバックアップが可能です。
　

セットアップの設定内容

表３. ５－３

［セットアップ機能のメニュー構造］

セットアップ機能

7： [Recall  [MEM]  ] ; 上図の[MEM]の部分をバックアップ・メモリから呼び出し、設定します。

6： [Store  [MEM]  ] ; 上図の[MEM]の部分をバックアップ・メモリに保存します。

5： [Recall  [SET]  ] ; 上図の[SET]の部分をバックアップ・メモリから呼び出し、設定します。

4： [Store  [SET]  ] ; 上図の[SET]の部分をバックアップ・メモリに保存します。

3： [Recall  [ALL]  ] ; 上図の[ALL]の部分をバックアップ・メモリから呼び出し、設定します。

2： [Store  [ALL]  ] ; 上図の[ALL]の部分をバックアップ・メモリに保存します。

1： [Initialize Setup] ; 各設定値を初期化します。

＜メモ＞ ・メニューの［１：Ｉｎｉｔｉａｌｉｚｅ　Ｓｅｔｕｐ］を実行すると、自動的にメ
ニューから抜け出します。

　［２：］～［７：］のメニューから抜け出すには、【ＥＳＣ】キーを押します。

コンフィギュレーション・メニューでの設定値
ロードのオン／オフ
ＩＳＥＴ値
ＲＳＥＴ値
ＶＳＥＴ値
ＰＳＥＴ値
Ｃ. Ｃ／Ｃ. Ｒのレンジ
Ｔｒ Ｔｆの設定値
ソフト・スタートタイムの設定値
ＣＶ ＯＮ
Ａ．Ｂ．Ｃメモリの内容
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＞２：Ｓｔｏｒｅ　［ＡＬＬ］
　　　　　　　１

＞３：Ｒｅｃａｌｌ　［ＡＬＬ］
　　　　　　　１

　　　　　Ｃｏｍｐｌｅｔｅｄ

　０．００Ａ　　５．００Ｖ　　　０．０Ｗ
－－　ＲＳＥＴ　５０００．Ω　Ｈ　－－

＞１：Ｉｎｉｔｉａｌｉｚｅ　Ｓｅｔｕｐ
　　　　　Ｐｕｓｈ　［ＥＮＴＥＲ］

■ 操作例 　セットアップの呼出しと保存

①【ＳＨＩＦＴ】＋【Ｉ ＳＥＴ】(SET UP) キーを押します。
・セットアップの初期化メニューが表示されま

す。
・【ＥＮＴＥＲ】キーを押すとメニューが実行さ

れ、セットアップを初期値に設定し、もとの表
示に戻ります。

② もう一度【ＳＨＩＦＴ】＋【Ｉ ＳＥＴ】(SET UP) キーを押して、【 】キーを押します。
・［ＡＬＬ］の部分をバックアップ・メモリに保

存するメニューが表示されます。
・下段の数字は保存するセットアップの番号で

す。１番から４番まで4つのセットアップを、
バックアップ・メモリに保存できます。

③ ジョグを回してセットアップの番号を設定し、【ＥＮＴＥＲ】キーを押します。
・【ＥＮＴＥＲ】キーを押すと［Ｃｏｍｐｌｅｔ

ｅｄ］が約1秒間表示され、保存作業中（メモリ
アクセス中）であることを意味します。

④ もう一度【 】キーを押して次のメニューに進みます。

・前のメニューに戻るには【 】キーを押します。
・［ＡＬＬ］の部分をバックアップ・メモリから

呼び出して設定するメニューが表示されまし
た。　

・この例では下段に［１］が表示され、バック
アップ・メモリに保存されている１番のセット
アップを指定しています。

⑤【ＥＮＴＥＲ】キーを押して、メニューを実行します。
・下段に［Ｃｏｍｐｌｅｔｅｄ］が約１秒間表示

れ、バックアップ・メモリから１番のセット
アップを呼出し中であることを示します。

⑥ もう一度【ＳＨＩＦＴ】＋【Ｉ ＳＥＴ】(SET UP) キーを押すか、【ＥＳＣ】キーを押して、セットアッ
プ・メニューから抜け出します。

・セットアップ・メニューを終了し、もとの表示
に戻ります。

＞２：Ｓｔｏｒｅ　［ＡＬＬ］
　　　　　　　４
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３. ５. ９　コンフィギュレーション

　【ＳＨＩＦＴ】＋【Ｒ ＳＥＴ】(CONFIG) キーを押すとコンフィギュレーション・メニューが現れ、こ

のメニューで下記の各機能を設定することができます。【 】キーを押すと次のメニューに進み、【 】
キーを押すと番号の若いメニューに戻ります。階層構造を持ったメニューで、１階層下のメニューに進む
には【ＥＮＴＥＲ】キーを、１階層上のメニューに戻るには【ＥＳＣ】キーをそれぞれ押します。コンフィ
ギュレーション・メニューを抜け出してもとの画面に戻るには、もう一度【ＳＨＩＦＴ】＋【Ｒ ＳＥＴ】
(CONFIG) キーを押すか、【ＥＳＣ】キーを押します。
　メニュー中の各設定値はジョグで選択します。［１０：］、［１１：］、［１２：］および［１３：］
の各メニューの設定値は、シャトルを使用して設定することもできます。

コンフィギュレーション・メニューの構造と機能

コンフィギュレーション

;

;

しない（初期値）

する

禁止しない（初期値）

【SW】キー操作の禁止

禁止する

禁止しない（初期値）

しない（【ENTER】キー無しで確定）（初期値）

する

A. B. Cメモリに関するキー操作の禁止

禁止する

;

;

;

;

;

;

;

;

ロードオフの状態で立上げる（初期値）;

; ロードオンの状態で立上げる

; キーロック解除の状態で立上げる（初期値）

; キーロック状態で立上げる

[Preset]

[ABC Key]

;

;

;

入力電源投入時に本機をロードオンの状態で立上げるか、ロードオフの
状態で立上げるか

[ON]

[ON]

[OFF]

[ON]

[OFF]

[Lock]

[Unlock]

[Lock]

[Unlock]

;

;

;

禁止する

禁止しない（初期値）

スイッチングのタイミングでTRIGOUTを出力するかどうか

【SHORT】キー操作の禁止

[Lock]

[Unlock]

[SW Trig Out]

[OFF]

[ON]

しない（【ENTER】キー無しで確定）（初期値）

する

8 ：

; 入力電源投入時に本機をキーロック解除の状態で立上げるかキーロック
の状態で立上げるか

設定値を【ENTER】キーで確定するかどうか

7 ;：[SHORT Key]

6 ：[SW Key]

4 ;：[Recall ABC Mem.] A. B. Cメモリを【ENTER】キーで確定するかどうか

5 ：

[Safety]

3

[Direct]

：

1 ;：

2

[Power-on Load]

[Power-on keylock]

[OFF]

：
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-

：

：

：

：

：

：

：

9

10

11

12

13

14

16

[Parallel Ope.]

[Calibration]

[Interface]

1

2

：

[Resolution (V)]

[Resolution (P)]

; 各種I/Fの動作環境

;

;

;

;

; 並列運転台数の設定（初期値：1）

6

7

：

：

：

：

：

：

3

4

5

[Enable]

[GPIB Address]

[Power-on SRQ]

[MCB Address]

; GPIBのアドレス（初期値：アドレス1）

; パワーオン・サービス・リクエスト

; MCBのアドレス（初期値：アドレス15）

; ボーレート

[4800 bps]

[9600 bps]（初期値）

[Disable]（初期値）

[RS-232C Parity]

; データ長

; ストップ・ビット長

; パリティ・ビット

[RS-232C Speed]

[RS-232C Data bit]

[RS-232C Stop bit]

[7 bit]

[8 bit]（初期値）

[1 bit]

[2400 bps]

[1200 bps]

[1.5 bit]

[2 bit]（初期値）

[None]（初期値）

[Odd]

[Even]

[Resolution (I)]
（初期値：0.010A）

[Resolution (1/R)]

ジョグの1クリックあたり電流の変化量（分解能）の設定

（初期値：0.010 siemens）
ジョグの1クリックあたり抵抗の変化量（分解能）の設定

（初期値：0.010V）

（初期値：0.100W）

ジョグの1クリックあたり電圧の変化量（分解能）の設定

ジョグの1クリックあたり電力の変化量（分解能）の設定
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３．６　シーケンス動作　　　　　　　　　　　　　　　

　シーケンス動作とは、あらかじめ設定した各モードの設定値（ＩＳＥＴ値、 ＲＳＥＴ値、ＶＳＥＴ値、
ＰＳＥＴ値）などの時間変化を自動実行する動作です。シーケンス動作を使用すると、任意の波形で電流
を流す事ができます。

＜メモ＞　　 ・シーケンス動作では、１つの動作モードの設定値（Ｃ. ＣモードならＩＳＥＴ値）の
み変化させることができます。

シーケンスの実行例

10A
出
力
電
流

時間100秒
ランプ
10A

150秒
ステップ
10A

80秒
ランプ
0A

ノーマル・スピード・シーケンス

10A
出
力
電
流

5A

100μs
0A

100μs
0A

100μs
10A

100μs
5A

時間

ファースト・スピード・シーケンス

図３. ６－１ 図３. ６－２
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■ ノーマル・スピード・シーケンスとファースト・スピード・シーケンスの比較

　下表は、ノーマル・スピード・シーケンスとファースト・スピード・シーケンスを比較したものです。
両者の違いは、動作スピード、設定項目、最大ステップ数、ポーズ機能の有無およびトリガによるポーズ
解除の有無です。

＊１ 全プログラムのステップ数の最大合計値です。例えば、ノーマル・シーケンス・モードで１個のプ
ログラムが２５５ステップ使用した場合には、この他には、ステップ数が１のプログラムが１個だ
け作成できます。

＊２ プログラムの繰返し回数

＜メモ＞ ・ＮＩモードあるいはＦＩモードで１ステップの実行時間がＴｒ Ｔｆの設定値より速
い場合には、実際に流れる電流が、プログラムで設定された値に達しないことがあり
ます。

・ファースト・スピード・シーケンス動作において、１ステップあるいは２ステップの
プログラムを相互にチェインし、高速に繰り返し実行した場合、ＲＳ-２３２Ｃから
のコマンドに対し受信エラーが発生し、正常に処理できない可能性があります。シー
ケンスの設定内容を工夫するか、またはＧＰＩＢにより制御してください。

ＩＳＥＴ値（ＦＩモード）

ＲＳＥＴ値（ＦＲモード）

トリガ出力

ステップの時間はシーケンス
単位で設定
０. １ｍｓ～１００ｍｓ

不可

１０２４ （＊１）

１～９９９８および無限回
（９９９９を指定）

１６

８

表３. ６－１

ノーマル・スピード ファースト・スピード

ステップの設定項目 ＩＳＥＴ値（ＮＩモード）
ＲＳＥＴ値（ＮＲモード）
ＶＳＥＴ値（ＮＶモード）
ＰＳＥＴ値（ＮＰモード）
トリガ出力
ロードオン／オフ
ショート機能の設定
ステップ遷移またはランプ遷移の指定
ポーズ機能

ステップ実行時間 ステップごとに時間設定可能、ただしレン
ジはシーケンス単位で固定
１．ミリ秒レンジ（１ｍｓ～９９９９ｍｓ）
２．秒 レンジ（１ｓ～９９９. ９ｓ）
３．分 レンジ（１ｓ～９９９ｍｉｎ５９ｓ）
４．時間 レンジ（１ｍｉｎ～９９９ｈ５９ｍｉｎ）

トリガ入力による 可
ポーズ解除

最大ステップ数 ２５６ （＊１）

ループ回数（＊２） １～９９９８および
無限回（９９９９を指定）

プログラム数 １６

シーケンスの数 ８
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［３］　シーケンス・ファイル

　シーケンス・ファイルは下図のような構成になっていて、内蔵のバックアップメモリに1個のシーケン
ス・ファイルを保存することができます。

ステップ
ステップ
ステップ

…
…

ステップ
ステップ
ステップ

…
…

ステップ
ステップ
ステップ

…
…

…
…

プログラム

シーケンスプログラム

プログラム

シーケンス

シーケンス

…
…

最大16 最大8

最大256
または
1024

シーケンス・ファイル

図３. ６－４

＜メモ＞ ・ファースト・スピード・シーケンスかノーマル・スピード・シーケンスかはシーケン
ス・ファイル単位で決定されます。これは、メニュー［１：　Ｅｄｉｔ］の下層のメ
ニュー［３：　Ｎｅｗ］を実行して新しいシーケンスを作成する 時に決定します。
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３. ６. ２　シーケンス動作の設定概要

　シーケンス動作を設定するには、シーケンス・ファイル管理、シーケンス・パラメータの作成／編集、
シーケンスの実行が必要です。メニューに従って、必要な項目を設定してください。

■ シーケンス動作のメニュー構造と機能

シーケンス初期メニュー
[Edit]エディットメニュー

3 ：

[Edit Program]

[Edit Sequence]

;

;

[New]

2 ：[RUN]実行メニュー ; シーケンス実行メモリのシーケンスの実行

; シーケンス実行メモリの初期化

2 ： シーケンス実行メモリのシーケンス・パラメータの作成・編集

1 ： シーケンス実行メモリのプログラムの追加挿入、変更、削除

1 ：

■ シーケンス動作の操作概念図

Edit

RUN

Sequence

Program

New

[STOP]

[PAUSE] , 
TRIG IN

[RUN]
[PAUSE]

[STOP]

ｼｰｹﾝｽ実行ﾒﾓﾘｰ
（ﾊﾞｯﾃﾘｰﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ）

実行ﾃﾞｰﾀ

ｼｰｹﾝｽ実行ｼｰｹﾝｽ終了

ｼｰｹﾝｽ一時停止

ﾃﾞｰﾀ変換

図３. ６－１１
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＞１：　Ｅｄｉｔ
　２：　Ｒｕｎ

Ｃｒｅａｔｅ　Ｎｅｗ　Ｓｅｑｕｅｎｃｅ
　　Ｓｕｒｅ？

　２：　Ｅｄｉｔ　Ｓｅｑｕｅｎｃｅ
＞３：　Ｎｅｗ

３. ６. ３　シーケンス動作の操作方法

　シーケンス動作の操作を行う際には、あらかじめコーディング・シートに希望するシーケンス動作の各
パラメータを記入しておくことをお勧めします。（コーディング・シートは付録２に添付されています。
記入例は、以下のシーケンス例をコーディングしたものです。また、この例では5V20Aの電源を用いてい
ます。）
　次の［１］と［２］において、付録２の記入例をシーケンス実行メモリに作成します。

［１］ シーケンス実行メモリの新規作成

　シーケンス動作を行うには、初めにシーケンス実行メモリを作成しなければなりません。
　シーケンス実行メモリには、同一シーケンス・モードのシーケンスを最大８個作成することができます。

■ シーケンス・モードの設定とシーケンス実行メモリの初期化（例）

　ここでは、シーケンス・メニューに入った後、
(1) エディット・メニュー を選択し、さらにサブ・メニューでシーケンス実行メモリの初期化メニュー

を選択し、
(2) シーケンス・モードとしてＮＩモード、ステップ実行時間レンジとしてミリ秒レンジをそれぞれ選

択し、
(3) シーケンス実行メモリを初期化する

操作を説明します。

① サブ・フロントパネルの【ＳＥＱ】キーを押しシーケンスメニューに入ります。ジョグまたは【 】、

【 】キーで［１：　Ｅｄｉｔ］を選択します。
・シーケンス・メニューに入ります。
・シーケンス・メニューに限り、ジョグで項目を

選択することができます。

②【ＥＮＴＥＲ】キーを押し、ジョグまたは【 】、【 】キーで［３：　Ｎｅｗ］を選択します。
・エディット・メニューに入ります。
・下段にサブ・メニューの項目が表示されます。
　この例では、シーケンス実行メモリを初期化す

る項目が表示されています。

③【ＥＮＴＥＲ】キーを押しシーケンス実行メモリを初期化するメニューに入ります。
・選択したシーケンス実行メモリの初期化を実行

するかどうかの確認です。
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Ｍｏｄｅ　：　ＮＩ
　Ｕｎｉｔ－＞　ｍｓｅｃ

　　　　Ｃｏｍｐｌｅｔｅｄ

Ｍｏｄｅ－＞　ＮＲ
　Ｕｎｉｔ　：　ｍｓｅｃ

  ▼　 約１秒後

④【ＥＮＴＥＲ】キーを押して初期化動作に入ります。
・シーケンス・モードを設定するメニューになり

ます。
・上段にシーケンス・モード、下段にステップ実

行時間のレンジが表示されます。この例では現
在、ＮＲモード、ミリ秒レンジがそれぞれ選択
されています。

・［－＞］の右に表示される項目（シーケンス・
モード）をジョグにより変えることができま
す。（ＮＩ、ＮＲ、ＮＶ、ＮＰ、ＦＩ、ＦＲ）

・この項目を選択することにより、シーケンス実
行メモリをどのモードにするかが決定されま
す。

⑤ ジョグを回して［ＮＩ］モードを選択し、ジョグまたは【 】、【 】キーでディスプレイの［－＞］
を下段の［Ｕｎｉｔ］の方へ移動し、ジョグで［ｍｓｅｃ］を選びます。

・ステップ実行時間のレンジとしてミリ秒レンジ
を選択しました。

・［－＞］の右に表示される項目
　ｍｓｅｃ，ｓｅｃ，ｍｉｎｕｔｅ ｓｅｃｏｎｄ，
　ｈｏｕｒ   ｍｉｎｕｔｅ

⑥【ＥＮＴＥＲ】キーを押して初期化を実行します。
・シーケンス実行メモリの初期化を実行します。
・【ＥＮＴＥＲ】キーを押すと、メモリに現在作

成されているプログラムが削除されますので、
注意してください。

・【ＥＳＣ】キーを押すと、初期化は行われず、
前の表示に戻ります。

・下段に［Ｃｏｍｐｌｅｔｅｄ］が約１秒間表示
されます。

・初期化実行後はエディット・メニューに戻りま
す。

＜メモ＞ ・シーケンス実行メモリを初期化すると、メモリ上に現在作成されている内容が削除さ
れますので、注意してください。

　２：　Ｅｄｉｔ　Ｓｅｑｕｅｎｃｅ
＞３：　Ｎｅｗ
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Ｎ００３　　Ｓ　　０．００Ａ
　　　５０ｍｓ　　　　　　　　　・Ｌ・・

Ｎ００１　　Ｓ　　０．００Ａ
　　　　１ｍｓ　　　　　　　　　・・・・

＞１：　Ｅｄｉｔ
　２：　Ｒｕｎ

Ｎ００２　　Ｓ　１５．００Ａ
　８０００ｍｓ　　　　　　　　　・Ｌ・・

⑭ 上記の⑨を実行し①～⑧を行ってプログラム３のステップ０１を作成します。
・この表示は、プログラム３のステップ０１を作

成した例です。

⑮ 【ＳＨＩＦＴ】＋【 】（△）キーを押しプログラム３のステップ０２を作成します。
・この表示は、プログラム３のステップ０２を作

成-した例です。

⑯ 【ＳＨＩＦＴ】＋【 】（△）キーを押しプログラム３のステップ０３を作成します。
・この表示は、プログラム３のステップ０３を作

成した例です。

⑰ 上記の⑨を実行し①～⑧を行ってプログラム１６のステップ０１を作成します。
・この表示は、プログラム１６のステップ０１を

作成した例です。

⑱【ＥＳＣ】キーを５回押してシーケンス初期メニューに戻ります。

Ｎ００１　　Ｓ　　５．００Ａ
　　　３０ｍｓ　　　　　　　　　・Ｌ・・
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Ｐ０１ ，　Ｌ００００ ，
　Ｃ＊，　Ｅ＊＊

Ｐ０１ ，　Ｌ０００１ ，
　Ｃ２，　Ｅ１６

プログラム番号

Ｐ０１　　Ｌ００００
　Ｃ＊　　Ｅ＊＊

エンド・プログラム番号

チェイン先のシーケンス番号

ループ回数 

，　　　　　　，
，

■ 操作例　シーケンスの編集

　この項では、シーケンス番号１～３の各シーケンス（シーケンス１～シーケンス３）の設定項目（実行
プログラム番号、ループ回数（プログラムの反復回数）、チェイン先のシーケンス番号、エンド・プログ
ラム番号）を「付録２」の例に従って設定する操作を説明します。

① シーケンスの初期メニューで［１：Ｅｄｉｔ］を選んで【ＥＮＴＥＲ】キーを押し、エディット・メ
ニューを表示させます。このエディット・メニューで［２：　Ｅｄｉｔ　Ｓｅｑｕｅｎｃｅ］を選んで
【ＥＮＴＥＲ】キーを押します。

・シーケンスの表示が表れます。この表示で、
シーケンスの内容を確認することができます。

・ジョグまたは【 】、【 】キーでシーケンス番
号（１～８）を変え、各シーケンスの内容を確
認することができます。

②【ＥＮＴＥＲ】キーを押します。
・シーケンス編集表示になります。
・カーソル（１）が文字上で点滅します。

・【 】キーまたは【 】キーで項目を選択し、
ジョグで値を入力します。

・【ＥＳＣ】キーを押すと、編集を終了し、シー
ケ ンス表示に戻ります。

　シーケンス編集表示の内容は以下の通りです。

＜メモ＞ ・チェイン先のシーケンス番号の”＊ ”およびエンド・プログラム番号の”＊ ”はチェ
インおよびエンド・プログラムを実行しないことを意味します。

③【 】、【 】キーとジョグにより実行プログラム番号、ループ回数、チェイン先シーケンス番号、エン
ド・プログラム番号を、「付録２」の例に従って、下の表示のように設定します。

・シーケンス１の編集例です。

Ｓｅｑｕｅｎｃｅ：１　　　　　　　：ＮＩ
　Ｐ０１，　Ｌ００００，　Ｃ＊，　Ｅ＊＊
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Ｐｒｏｇｒａｍ：０３　　　　　　　：ＮＩ
　　　　００３　Ｓｔｅｐ　　［Ｔ００９］

１５．００Ａ　　５．００Ａ　　７５．０Ｗ
ＣＣ　Ｓ３，Ｐ０３，Ｌ００００，０００２

１５．００Ａ　　５．００Ｖ　　７５．０Ｗ
ＣＣ　Ｓ３，Ｐ０３，Ｌ００００，０００２

動作モード表示

実行中のシーケンス番号

実行中のプログラム番号

１５　００Ａ　　５　００Ｖ　　７５　０Ｗ
ＣＣ　Ｓ３　Ｐ０３　Ｌ００００　０００２

残りのループ回数
実行中のステップ番号 

　　．　　　　　　．　　　　　　　．
　　　　　，　　　，　　　　　，

Ｓｅｑｕｅｎｃｅ：１　　　　　　　：ＮＩ
　Ｐ０１，　Ｌ０００１，　Ｃ２，　Ｅ１６

［３］　シーケンスおよびプログラムの実行、終了、一時停止

■ プログラムの実行（例）

　指定したプログラムを１回だけ実行する操作を説明します。

① シーケンスの初期メニューに戻って［１：　Ｅｄｉｔ］を選択し、【ＥＮＴＥＲ】キーを押してエ
ディット  ・メニューを表示させます。さらに、エディット・メニューで［１：　Ｅｄｉｔ　Ｐｒｏｇ
ｒａｍ］を選択し、【ＥＮＴＥＲ】キーを押します。

・実行するプログラム番号をジョグまたは【 】、

【 】キーで指定します。この例では、プログラ
ム番号”３ ”を指定しています。

②【ＲＵＮ】キーを押してプログラムを実行します。
・プログラム実行中の表示です。

■ シーケンスの実行（例）

　指定したシーケンスを１回だけ実行する操作を説明します。

① シーケンスの初期メニューで［２：　Ｒｕｎ］を選択して【ＥＮＴＥＲ】キーを押します。
・シーケンス表示になります。

・ジョグまたは【 】、【 】キーにより、実行す
るシーケンス番号（この例では［０１］）を指
定します。

・また、シーケンスの初期メニューで【ＲＵＮ】
キーを押すと、直接この表示になります。

②【ＲＵＮ】キーを押してシーケンスを実行します。
・シーケンス実行中の表示です。
・［Ｓ３］が点滅して、シーケンス実行中である

ことを示します。

　この表示の内容は下記のとおりです。

＜メモ＞ ・実行中はシーケンス番号が点滅し、ポーズ（一時停止）中は点灯したままになりま
す。
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１５．００Ａ　　５．００Ｖ　　７５．０Ｗ
ＣＣ　Ｓ３，Ｐ０３，Ｌ００００，０００２

１５．００Ａ　　５．００Ｖ　　７５．０Ｗ
ＣＣ　Ｓ３，Ｐ０３，Ｌ００００，０００２

　実行中に以下の操作をすることにより、シーケンス動作を一時停止あるいは強制終了することができま
す。

③ 実行中に【ＰＡＵＳＥ】キーを押してシーケンス動作をポーズさせます。
・ ポーズ状態になり、シーケンス動作が、表示の

状態のまま一時停止します。
・［Ｓ３］が点滅から点灯に変わります。
・ファースト・スピード・シーケンスにはこの機

能はありません。

④ もう一度【ＰＡＵＳＥ】キーを押してシーケンス動作を再開させます。
・［Ｓ３］が再び点滅し、シーケンス動作が再開

されます。

⑤ 実行中に【ＳＴＯＰ】キーを押してシーケンス動作を強制終了させます。
・シーケンス動作を強制的に停止し、シーケンス

表示に戻ります。

＜メモ＞ ・【ＰＡＵＳＥ】キーの受付には、時間遅延を伴うことがあります。一時停止が解除さ
ると、停止したステップの残り時間を実行して、次のステップに進みます。

・シーケンス・モードに入る前の表示状態で【ＲＵＮ】キーを押すと、シーケンス表示
（前頁シーケンスの実行（例）①の表示）になります。

Ｓｅｑｕｅｎｃｅ：１　　　　　　　：ＮＩ
　Ｐ０１，　Ｌ０００１，　Ｃ２，　Ｅ１６
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３．７　外部コントロ－ル　　　　　　　　　　　　　　

　ＰＬＺ－３Ｗシリ－ズは、後面パネルにある外部コントロール・コネクタＪ１、Ｊ２（以下単にＪ１、
　Ｊ２と呼びます）に信号を入力することにより、外部からコントロ－ルしたり、各ステ－タスを外部か
ら確認したりすることができます。
　Ｊ１、Ｊ２はＭＩＬ系標準タイプの１６Ｐコネクタです。本機側にロック・レバ－が装備されています
ので、コネクタは確実にロックされ、また容易に脱着できます。
　Ｊ１はおもに信号の出力端子として使用し、Ｊ２はおもにコントロールするための信号の入力端子とし
て使用します。
　外部コントロールを使用すると、電波妨害に対して影響を受けやすくなる場合があります。この影響を
抑えるためには、コネクタに近接して、100MHzにおいて約250Ωの特性インピーダンスを持ったフェライ
トコアをＪ１、Ｊ２の各ケーブルに取り付けてください。

　Ｊ１、Ｊ２の端子番号と名称

＜メモ＞ ・トリガ信号出力端子は、サブ・フロントパネル左下（ふたの中）のＴＲＩＧ  ＯＵＴ
端子と接続されています。

J2 J1

（後面パネル） 

1

2

16

1

2

16

外部コントロール・コネクタ 

図３．７－１

表３. ７－１

端子番号 Ｊ１ Ｊ２

① ＮＣ ショート出力（＋）
② ＮＣ ショート出力（－）
③ トリガ信号出力（＋） トリガ信号入力（＋）
④ トリガ信号出力（－） トリガ信号入力（－），Ｄ．ＣＯＭ
⑤ ロードオン／オフ・モニタ出力（＋） ロードオン／オフ入力（＋）
⑥ ロードオン／オフ・モニタ出力（－） ロードオン／オフ入力（－）
⑦ ＮＣ Ｃ. Ｃ／Ｃ. Ｒ電圧コントロール
⑧ Ａ．ＣＯＭ Ａ．ＣＯＭ
⑨ スレーブ出力 スレーブ入力
⑩ 電流ＳＵＭ入力 電流ＳＵＭ出力
⑪ ＮＣ 外部抵抗コントロール（＋）
⑫ ＮＣ 外部抵抗コントロール（－）
⑬ ＮＣ Ｃ. Ｐ電圧コントロール
⑭ Ｄ．ＣＯＭ アラーム出力（－）
⑮ ＮＣ レンジ切換え
⑯ アラーム入力 アラーム出力（＋）
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コネクタは付属のコネクタまたは下記のものをご使用ください。

＜注意＞ ◎フラット・ケ－ブルを用いる場合には必ずストレイン・リリ－フを設けてください。
◎ばら線、フラット・ケーブルの圧接は必ず専用工具を使用して行ってください。詳細

は、各メ－カの取扱説明書をご覧ください。
◎コネクタを脱着するときには必ず本機の電源スイッチをオフにしてください。

３. ７. １　Ｃ. Ｃモ－ド（定電流モード）の外部コントロ－ル

［１］　外部電圧による方法

　本機に０～約１０Ｖの外部電圧を加えて、この外部電圧に比例した入力電流を流す方法です。

図３ . ７－２

■ 設定手順

1) 前面パネルの電源スイッチを押して電源をオフにします。
2) 後面パネルのＪ２⑦、⑧端子に外部電圧を接続します。
3) 後面パネルのＳＷ２をＲＥＭに、ＳＷ３をＶにそれぞれ設定します。
4) 前面パネルの電源スイッチを押して電源をオンにします。
5) 前面パネルの【Ｉ ＳＥＴ】キーを押して、Ｃ. Ｃモードの動作を可能にします。
6) 後面パネルの半固定抵抗ＯＦＳによりオフセットを、ＦＳによりフル・スケ－ルを調整します。外部電

圧が０Ｖのときに０Ａの電流、１０Ｖのときに定格電流が得られるように、オフセット、フル・スケー
ルをそれぞれ調整してください。

7)【ＳＨＩＦＴ】＋【ＳＴＯＰ】(KEYLOCK) キーを押して、本機をキーロック状態にしてください。

◎Ｊ２⑦－⑧端子間に印加できる最大電圧は±１１Ｖです。これを超える電圧が加わる
と、本機が破損するおそれがあります。また、０Ｖ以下および１０Ｖ以上の範囲では
精度等の保証はできませんので、注意してください。

◎Ｊ２⑧端子は内部で負荷端子の（－）側と接続されていますので、⑧端子が他の端子
に触れないよう、注意してください。

表３. ７－２

メーカ 品　　名 備　考

OMRON XG5M-1632 または XG5M-1635 ばら線用
XG5S-0801（２個）

OMRON XG4M-1630 フラット・ケーブル用
XG4T-1604

KEL 6200-016-601 フラット・ケーブル用

注意
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    ＜メモ＞ ・外部電圧により外部コントロ－ルを行う場合には、入力電流は、外部電圧に比例する
電流値とパネルで設定されるＩＳＥＴ値の和となります。しかし、パネルのディスプ
レイにはＩＳＥＴ値だけが表示されます。つまり、外部コントロ－ルでは、入力電流
は表示されたＩＳＥＴ値とは異なります。誤ってＩＳＥＴ値が変更されるのを防止す
るため、本機をキーロックした状態でご使用ください。

・信号線は、ノイズを拾わないよう、ツイスト線またはシールド線をご使用ください。
また、外部電圧は、ノイズが少なく安定度の高いものをご使用ください。

・Ｃ. Ｒモードの外部電圧による外部コントロ－ルと同じ端子を使用しますので、操作
時には動作モ－ドを確認してください。

・外部電圧を交流的に変化させた場合、Ｔｒ Ｔｆの設定によって、下記のように本機
の周波数帯域が変わります。

（ＰＬＺ１００３Ｗの場合の参考値）

表３. ７－３

［２］ 外部抵抗による方法

　本機に０～約１０ｋΩの外部抵抗を接続して、外部抵抗に反比例した入力電流を流す方法です。
Ｒin＝０のときＩoは定格電流となります。
　この方法を使用すれば、最も簡単な外付回路で外部コントロールを行うことができます。

図３ . ７－３

■ 設定手順

1) ロードオフになっていることを確認した後、前面パネルよりＩＳＥＴ値を定格電流に設定します。
2) 前面パネルの電源スイッチを押して電源をオフにします。
3) 後面パネルのＪ２⑪、⑫端子に外部可変抵抗器を接続し、抵抗値を最大にします。
4) 後面パネルのＳＷ２をＬＯＣＡＬに、ＳＷ３をＲにそれぞれ設定します。
5) 前面パネルの電源スイッチを押して電源をオンにします。
6) 前面パネルの【Ｉ ＳＥＴ】キーを押してＣ. Ｃモードの動作を可能にします。
7)【ＳＨＩＦＴ】＋【ＳＴＯＰ】(KEYLOCK) キーを押して、本機をキーロック状態にします。

Ｔｒ Ｔｆ設定値 帯域（－３ｄＢ）

５０μｓ ５. ８ｋＨｚ
１００μｓ ２. ６ｋＨｚ
２００μｓ １. ５ｋＨｚ

１ｍｓ ３３０Ｈｚ
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＜メモ＞ ・抵抗器は、温度変化や経年変化による変動の少ないものをご使用ください。また、可
変抵抗器は、残留抵抗値が３００Ω以下のものをご使用ください。

（推奨抵抗器）・ 巻線抵抗器
・ 金属皮膜抵抗器
・ 多回転ポテンショメ－タ－

・信号線は、ノイズを拾わないよう、ツイスト線またはシールド線をご使用ください。
・パネルからのＩＳＥＴ設定値が定格電流以外の値に設定された場合には、電流設定範

囲は規格値をカバーできません。さらに、パネルのＩＳＥＴ値を０Αにすると、外部
抵抗によるコントロールはできず、また負荷端子に定格電流が流れますので、ご注意
ください。

・Ｃ. Ｒモードの外部抵抗による外部コントロ－ルと同じ端子を使用しますので、操作
時には動作モ－ドを確認してください。

・Ｒin＝１０ｋΩの場合にＩoが確実に０Ａになるようになっています。したがって、
下図のような若干のオフセットが生じる場合があります。

図３ . ７－４

３. ７. ２　Ｃ. Ｒモ－ド（定抵抗モード）の外部コントロ－ル

［１］　外部電圧による方法

　本機に０～約１０Ｖの外部電圧を加えて、この外部電圧に比例した値に抵抗値を変化させる方法です。

図３ . ７－５
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■ 設定手順

1) 前面パネルの電源スイッチを押して電源をオフにします。
2) 後面パネルのＪ２⑦、⑧端子に外部電圧を接続します。
3) 後面パネルのＳＷ２をＲＥＭに、ＳＷ３をＶにそれぞれ設定します。
4) 前面パネルの電源スイッチを押して電源をオンにします。
5) 前面パネルの【Ｒ ＳＥＴ】キーを押してＣ. Ｒモードの動作を可能にします。
6) 外部電圧を０Ｖにし、後面パネルの半固定抵抗ＯＦＳによって最大抵抗値を調整します。また、外部電

圧を１０Ｖにして、後面パネルのＦＳによって最小抵抗値を調整します。
7) 【ＳＨＩＦＴ】＋【ＳＴＯＰ】(KEYLOCK) キーを押して、本機をキーロック状態にしてください。

◎Ｊ２⑦－⑧端子間に印加できる最大電圧は±１１Ｖです。これを超える電圧が加わる
と、本機が破損するおそれがあります。また、０Ｖ以下および１０Ｖ以上の範囲では
精度等の保証はできませんので、注意してください。

◎Ｊ２⑧端子は内部で負荷端子の（－）側と接続されていますので、端子が他の端子に
触れないよう、注意してください。

＜メモ＞ ・外部電圧により外部コントロールを行う場合には、動作抵抗値は、外部電圧に比例す
る抵抗値とパネルで設定されるＲＳＥＴ値の和となります。しかし、パネルのディス
プレイにはＲＳＥＴ値だけが表示されます。つまり、外部コントロールでは、動作抵
抗値は表示されたＲＳＥＴ値とは異なります。誤ってＲＳＥＴ値が変更されるのを防
止するため、本機をキーロックした状態でご使用ください。

・信号線は、ノイズを拾わないよう、ツイスト線またはシールド線をご使用ください。
また、外部電圧は、ノイズが少なく安定度の高いものをご使用ください。

・Ｃ. Ｃモードの外部電圧による外部コントロールと同じ端子を使用しますので、操作
 時には動作モ－ドを確認してください。

［２］　外部抵抗による方法

　本機に０～約１０ｋΩの外部抵抗を接続して、外部抵抗に比例した抵抗値を変化させる方法です。
　この方法を使用すれば、最も簡単な外付回路で外部コントロールを行うことができます。

図３ . ７－６

注意
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■ 設定手順

1) ロードオフになっていることを確認した後、前面パネルよりＲＳＥＴ値を最小抵抗値に設定します。
2) 前面パネルの電源スイッチを押して電源をオフにします。
3) 後面パネルのＪ２⑪、⑫端子に外部可変抵抗器を接続し、抵抗値を最大にします。
4) 後面パネルのＳＷ２をＬＯＣＡＬに、ＳＷ３をＲにそれぞれ設定します。
5) 前面パネルの電源スイッチを押して電源をオンにします。
6) 前面パネルの【Ｒ ＳＥＴ】キーを押してＣ. Ｒモードの動作を可能にします。
7)【ＳＨＩＦＴ】＋【ＳＴＯＰ】(KEYLOCK) キーを押して、本機をキーロック状態にします。

＜メモ＞ ・抵抗器は、温度変化や経年変化による変動の少ないものをご使用ください。また、可
変抵抗器は、残留抵抗値が３００Ω以下のものをご使用ください。

（推奨抵抗器）・ 巻線抵抗器
・ 金属皮膜抵抗器
・ 多回転ポテンショメ－タ－

・信号線は、ノイズを拾わないよう、ツイスト線またはシールド線をご使用ください。
・パネルのＲＳＥＴ値に最小抵抗値以外の値が設定された場合には、動作抵抗範囲は規

格値をカバーできません。また、パネルのＲＳＥＴ値が最大抵抗値に設定されると、
外部抵抗によるコントロールはできず、動作抵抗値は最小となります。

・Ｃ. Ｃモードの外部電圧による外部コントロ－ルと同じ端子を使用しますので、操作
時には動作モ－ドを確認してください。

・Ｒin＝１０ｋΩの場合にＩoが確実に０Ａになるようになっています。したがって、
下図のような若干のオフセットが生じる場合があります。

図３ . ７－７

３. ７. ３　Ｃ. Ｐモード（定電力モード）の外部コントロール

　本機に０～約１０Ｖの外部電圧を加えて、電力値を変化させる方法です。

図３ . ７－８
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■ 設定手順

1) 前面パネルの電源スイッチを押して電源をオフにします。
2) 後面パネルのＪ２⑬、⑧端子に外部電圧を接続します。
3) 前面パネルの電源スイッチを押して電源をオンにします。
4) 前面パネルの【Ｐ ＳＥＴ】キーを押して、パネルよりＰＳＥＴ値を設定します。
5)【ＳＨＩＦＴ】＋【ＳＴＯＰ】(KEYLOCK) キーを押して、本機をキーロック状態にしてください。

◎Ｊ２⑬－⑧端子間に印加できる最大電圧は±１１Ｖです。これを超える電圧が加わる
と、本機が破損するおそれがあります。また、０Ｖ以下および１０Ｖ以上の範囲では
精度等の保証はできませんので、注意してください。

◎Ｊ２⑧端子は内部で負荷端子の（－）側と接続されていますので、⑧端子が他の端子
 に触れないよう、注意してください。

＜メモ＞ ・外部電圧により外部コントロールを行う場合には、動作電力値は、外部電圧に比例す
る電力値とパネルで設定されるＰＳＥＴ値の和となります。しかし、パネルのディス
プレイにはＰＳＥＴ値だけが表示されます。つまり、外部コントロールでは、動作電
力値は表示されたＰＳＥＴ値とは異なります。誤ってＰＳＥＴ値が変更されるのを防
止するため、本機をキーロックした状態でご使用ください。

・信号線は、ノイズを拾わないよう、ツイスト線またはシールド線をご使用ください。
また、外部電圧は、ノイズが少なく安定度の高いものをご使用ください。

３. ７. ４　ロードオン／オフの外部コントロール

　外部接点を使用すれば、ロードのオン／オフを外部コントロールすることができます。また、ロードオ
ン／オフ出力により、本機がロードオンの状態にあるか、ロードオフの状態にあるかを確認することがで
きます。さらに、ＰＬＺ－３Ｗを複数台接続して、これらのロードオン／オフを同時にコントロールする
こともできます。

［１］ 外部接点によるロードオン／オフ（１台をコントロール）

　下図のように外部接点を本機後面パネルのＪ２⑤、⑥端子に接続すると、外部接点によって、本機のロー
ドオン／オフをコントロールすることができます。外部接点でロードオン／オフするには全面パネルの
［ＬＯＡＤ］キーでロードオフ状態にしておいてください。

図３ . ７－９

＜メモ＞ ・外部接点がロードオン状態になっている場合、過電圧検出、オーバヒート検出、
ヒューズ溶断検出、アラーム入力検出が作動してもロードランプは消灯しません。

・外部接点（ＳＷ）には約４. ５ｍＡの電流が流れ、開放電圧は約＋１５Ｖです。
・電流は必ずＪ２⑥端子に戻してください。

注意
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［２］ ロードオン／オフ・モニタ出力

　後面パネルのＪ１⑤、⑥端子の出力信号をモニタすることにより、本機がロードオンの状態になってい
るか、ロードオフの状態になっているかを確認することができます。

図３ . ７－１０

＜メモ＞ ・外部接点がロードオン状態になっている場合、過電圧検出、オーバヒート検出、
ヒューズ溶断検出、アラーム入力検出が作動してもロードオン／オフ・モニタ出力は
オンのままとなります。

・オープン・コレクタ形のフォト・カプラを用いていますので、他の端子とは絶縁され
ています。

・受光部のフォト・カプラの最大定格は以下の通りです。
Ｖｃｅｏ　：　３０Ｖ
Ｉｃ　　　：　５ｍＡ
Ｐｃ　　　：　１５０ｍＷ

［３］　外部接点によるロードオン／オフ（複数台）

　複数台のＰＬＺ－３Ｗを下図のように接続すれば、全機器のロードオン／オフをほぼ同時にコントロー
ルすることができます。Ｊ１⑤、⑥端子は負荷端子と絶縁されていますので、負荷端子間に電位差が生じ
る場合でも動作は可能です。

図３ . ７－１１
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３. ７. ５　レンジ切換えの外部コントロール

　外部接点を接続すると、Ｃ. ＣモードあるいはＣ. Ｒモードでのレンジ切換えを外部コントロールするこ
とができます。
　外部接点を下図のように接続すると、ＰＬＺ－３Ｗのレンジ切換えをコントロールすることができます。
レンジ切換えを外部コントロールするためには、前面パネルより設定されたレンジはＨレンジでなければ
なりません。

図３ . ７－１２

＜メモ＞ ・レンジ切換えは、外部コントロール・スイッチ（ＳＷ）が優先します。すなわち、外
部コントロール・スイッチ（ＳＷ）がオン（Ｌレンジ）になっているときには、パネ
ル操作によってレンジをＨレンジに切換えることはできません。

・外部コントロール・スイッチ（ＳＷ）には約０. ５ｍＡの電流が流れます。
・電流は必ずＪ２④端子に戻してください。
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３. ７. ６　トリガ信号

　トリガ信号は、次のような目的で使用することができます。

・オシロスコープでスイッチング動作の波形を観測する場合に同期信号として使用する。
・トリガ信号によりポーズを解除する（シーケンス動作時）。

［１］ トリガ信号出力

　トリガ信号は、後面パネルのトリガ信号出力端子（Ｊ１③、④端子）とサブ・フロントパネルのトリガ
信号出力端子（ＴＲＩＧ ＯＵＴ）の２カ所に出力されます。
　トリガ信号は、次のような場合に出力されます。

・シーケンス動作でトリガ出力が指定されたとき
・トリガ入力端子に信号が入力されたとき
・ＧＰＩＢ上にＧＥＴコマンドが入力されたとき
・スイッチング動作でトリガ信号出力を可能にしたとき

　トリガ信号は、下図のトリガ信号出力端子に出力されます。

図３ . ７－１３

＜メモ＞ ・トリガ信号出力の電圧は約３. ５Ｖ、パルス幅１０μｓ以上で、出力インピーダン
スは約１０ｋΩです。

・２つのトリガ信号出力端子は他の端子と絶縁されています。
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［２］ トリガ信号入力

　トリガ信号の入力端子は、後面パネルのＪ２③、④端子です。
　下図のように、Ｊ２③－④端子に最大許容電圧６Ｖ、パルス幅２０µs以上の信号電圧を入力すると、本
機を他のＰＬＺ－３Ｗと同期させることができます。

3

4

約100kΩ 

COM

等価回路 

J2

＋ 

－ 

MAX 6V

CMOSレベル 
100ms以上 

入力するパルスの間隔は、 
100ms 以上取ってください。 

0V

図３ . ７－１４

＜メモ＞ ・パルスの立上りでトリガが発生します。このときのパルス幅は２０µs以上必要です。
・入力端子は約１００ｋΩの抵抗でＣＯＭに接続されていて、最大許容電圧は６Ｖで

す。また、動作のスレッショルド・レベルはＴＴＬレベルです。
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３．８　並列運転　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　同一機種を複数台並列運転することにより、電流容量・電力容量を増加させることができます。
　１台のマスタ機が複数台のスレーブ機をコントロールするマスタ・スレーブ並列運転を行います。
　この方法では、コントロール・ラインにＭＩＬ系コネクタを用いたフラット・ケーブルを使用しますの
で、機器を簡単に増設することができます。

　＜メモ＞　　　  ・並列運転は必ず後面をご使用ください。

◎直列運転はできません。

J1 － ＋

J1

J2

－ ＋

J2

－ ＋

※2 ※1

P.S
＋

－

※1：電力用ケーブル
※2：コントロール用フラットケーブル

マスタ機

スレーブ機1

スレーブ機n

図３. ８－１

■ 設定手順

1) 各機の電源スイッチをオフにします。
2) マスタ機と各スレーブ機の負荷端子（ＤＣ ＩＮＰＵＴ）を上図のようにしっかり接続します。
3) 上図に示したように、フラット・ケーブルで、マスタ機のＪ１端子とスレーブ機１のＪ２端子を、ス

レーブ機１のＪ１端子とスレーブ機２のＪ２端子、スレーブ機２のＪ１端子とスレーブ機３のＪ２端
子･･････といった具合に、順次接続していきます。

4) 各スレーブ機の後面パネルのディップ・スイッチＳＷ１－１をＯＮに設定します。
5) マスタ機のパネルで【ＳＨＩＦＴ】＋【Ｒ ＳＥＴ】(CONFIG) キーを押してコンフィギュレーション・

メニューを呼び出して、メニューの［１４：Ｐａｒａｌｌｅｌ　Ｏｐｅ］で並列運転台数を指定しま
す。

6) 【ESC】キーを押して設定前の表示に戻します。

＜メモ＞ ・マスタ機の電流、電力、抵抗の設定範囲が拡大されますが、設定値は並列運転設定前
の値のままです。特にCPモード以外で並列運転する場合は、必ずマスタ機のPSET値
を必要な電力値に変更してください。

・電源スイッチは同時またはスレーブ機より投入してください。［＊ＡＬＡＲＭ　ＥＸ
Ｔ］が表示される場合があります。

・Ｊ１，Ｊ２の接続をまちがえると本機を破損させる場合がありますので注意してくださ
い。

・並列運転可能台数は、同一機種で最大５台です。５台を越える機器の並列運転が必要
な場合には、別途お問い合わせ下さい。

・接続にはできるだけ短いケーブル（フラット・ケーブルおよび負荷電線）をご使用く
ださい。また、負荷電線は、流れる電流の大きさを考慮して、十分な太さの線を使用
してください。また極力短い線をよってご使用ください。

注意
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・スレーブ機のＳＷ１－１をオンにすることにより、ＬＣＤに［＜ＳＬＡＶＥ＞］が表
示され、並列運転モードであることを示します。スレーブ機に表示された動作モード
がマスタ機の表示と異なる場合がありますが、問題はありません。また、ＬＣＤに表
示される電流値は、そのスレーブ機に流れる入力電流で、他機と数％のばらつきが生
じることがあります。

・並列運転台数を増やすと、マスタ機の電流、電力、抵抗の各設定範囲が拡大されま
す。また、マスタ機に表示される電流値（電力値）は、並列運転されている機器に流
れる電流値（電力値）の総和となります。

・並列運転中アラームが発生すると全機はロード・オフします。（但し、過電流検出、
逆接続検出を除く）また［ＡＬＡＲＭ　ＥＸＴ］が表示され、機器のアラーム解除は
その機器のＪ１に接続された他機のアラームを先に解除してください。

・負荷線とコントロール用フラット・ケーブルは、極力距離をとるようにしてくださ
い。動作が不安定になる場合があります。

・並列運転時の入力電流のリップルは、約並列運転台数倍になります。
・マスタ機に表示する電流は、各機の合計電流に対し数％の誤差を生じる場合がありま

す。３－７４ページのマスタ・スレーブ並列運転時の電流計の校正を行ってくださ
い。
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並列運転用ケーブル（推奨ケーブル）

　並列運転用ケーブルは、下図に示すように、必ずストレイン・リリーフを設けて、端子配置が

（Ｐ１）          （Ｐ２）
　１番－－－－－－－１番
　２番－－－－－－－２番
　：　 　　：
１６番－－－－－－１６番

となるように結線してください。なお、Ｌ寸法は設置場所に合わせて決めてください。（本機を上下に２
台重ね置きする場合の最小Ｌ寸法は２０ｃｍです。）
また、できるだけシールドを施したフラット・ケーブルを使用してください。
シールドはシャーシへ接続してください。

△△

P1 P2

L

図３. ８－２

フラット・ケーブル用コネクタ

表３. ８－１

　　＜メモ＞ ・かん合時におけるソケットの向き
　フラット・ケーブル用コネクタ（ストレイン・リリーフ付き）をかん合する場合に

は、ケーブルの干渉を避けるため、フラット・ケーブルの折り返しをできるだけ小さ
くし、下図のように折り返しが同じ方向を向くようにしてください。

図３. ８－３

メーカ 品  名

KEL 6200-016-601

OMRON XG4M-1630
XG4T-1604
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　０．００Ａ　　５．００Ｖ　　　０．０Ｗ
ＣＣ　ｏｆｆｓＩａｄＳｕｍ　　　　　３５

２５．２０Ａ　　５．００Ｖ　１２６．０Ｗ
ＣＣ　ｇａｉｎＩａｄＳｕｍ　　２２５３９

注意

並列運転
機種名

２台 ３台 ４台 ５台

ＰＬＺ１５３Ｗ １２．６０Ａ １８．９０Ａ ２５．２０Ａ ３１．５０Ａ
ＰＬＺ３０３Ｗ ２５．２０Ａ ３７．８０Ａ ５０．４０Ａ ６３．００Ａ
ＰＬＺ６０３Ｗ ５０．４０Ａ ７５．６０Ａ １００．８Ａ １２６．０Ａ
ＰＬＺ１００３Ｗ ８４．００Ａ １２６．０Ａ １６８．０Ａ ２１０．０Ａ

ｇａｉｎＩａｄＳｕｍ　校正時の電流計表示値

ＡＰＰＥＮＤＩＸ

■マスタ・スレーブ並列運転時の電流計の校正

　マスタ・スレーブ並列運転時の電流計は、工場出荷時に校正されていますが、実際に並列接続した状態
で校正することにより正確に校正することができます。

1. 校正方法
取扱説明書「３. ８　並列運転」に従い並列接続した後、校正をマスタ機で行います。準備、測定器具、
接続方法、校正モードの入り方は取扱説明書の「６. ２　校正」を参照してください。

校正モードに入った後、下記の操作方法を行ってください。

① 【 】キー、【 】キーでｏｆｆｓＩａｄＳｕｍ（電流計のオフセットの校正）を選択します。
・【ＬＯＡＤ】キーでロードオンにします。
　Ｖ1が５．００Ｖになるように負荷端子に電圧を

印加し、電流計表示が０．００Ａを示すように
ジョグまたはシャトルを回します。

（Ｖ1、Ｉ1は取扱説明書の図６．２－１を参照）

②【 】キー、【 】キーでｇａｉｎＩａｄＳｕｍ（電流計の最大値の校正）を選択します。
・【ＬＯＡＤ】キーでロードオンにします。
　Ｖ1が５．００Ｖになるように負荷端子に電圧を

印加し、電流計表示が下表に示す値になるよう
にジョグまたはシャトルを回します。　

　オフセットを校正後、最大値の校正を行うと、オフセットが狂う場合がありますの
で、両方とも校正できるまで交互に繰り返し合わせ込んでください。

③ 【ＥＳＣ】キーで校正モードを終了してください。
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４．１　各インターフェースの初期設定　　　　　　　　

４. １. １　ＧＰＩＢインターフェース

［１］　ＧＰＩＢアドレスの設定

　ＧＰＩＢアドレスの設定方法については、「３. ５. ９ コンフィギュレーション」を参照してください。

＜メモ＞ ・ 工場出荷時のＧＰＩＢアドレスは１に設定されています。

［２］　レスポンス・メッセージ・ターミネータ（デリミタ）の設定

　レスポンス・メッセージ・ターミネータとして、次の４種類の中から１つを選択してください。

・ＣRＬF＋ＥＯＩ
・ＣR＋ＥＯＩ CR ： Carriage Return
・ＬF＋ＥＯＩ LF ： Line Feed
・ＥＯＩ EOI ： End of Identify

　レスポンス・メッセージ・ターミネータの設定は、ＴＥＲＭ コマンドで行います。コントローラとＩＢ
１１間で情報の送受信を行なう場合には、あらかじめレスポンス・メッセージ・ターミネータを必ず設定
してください。正しく設定されていない場合には、情報の送受信ができないことがあります。ＴＥＲＭコ
マンドについては、「４. ３. ２ 各コマンドの構成」の「［８］ システム・コマンド」を参照してくださ
い。

＜メモ＞ ・工場出荷時のレスポンス・メッセージ・ターミネータはＣR ＬF＋ＥＯＩに設定されて
います。

［３］　パワーオン・サービス・リクエスト（Ｐｏｗｅｒ-ｏｎ　ＳＲＱ）の設定

　ＩＢ１１のパワーオン・サービス・リクエストの設定については、「３. ５. ９ コンフィギュレーション」
を参照してください。

＜メモ＞ ・工場出荷時のパワーオン・サービス・リクエストはＤｉｓａｂｌｅに設定されています。

４. １. ２　ＲＳ－２３２Ｃインターフェース

［１］　ＲＳ－２３２Ｃプロトコルの設定（工場出荷時の設定）

・ ボーレート （９６００ ｂｐｓ）
・ データ長 （８ ｂｉｔ）
・ ストップ・ビット長 （２ ｂｉｔ）
・ パリティ・ビット （Ｎｏｎｅ）

　ＲＳ－２３２Ｃを使用するに際には、上記の項目を必ず設定してください。これらの設定については、
「３. ５. 9　コンフィギュレーション」を参照してください。（ ）内は工場出荷時の設定です。
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［２］　レスポンス・メッセージ・ターミネータ（デリミタ）の設定

　レスポンス・メッセージ・ターミネータとして、次の４種類の中から１つを選択してください。

・ＣRＬF

・ＣR CR ： Carriage Return
・ＬF LF ： Line Feed
・Ｎｏｎｅ なし

　レスポンス・メッセージ・ターミネータの設定はＴＥＲＭコマンドで行います。ターミナルとＲＳ１１
間で情報の送受信を行なう場合には必ず、あらかじめレスポンス・メッセージ・ターミネータを設定して
ください。正しく設定されていない場合、情報の送受信ができないことがあります。ＴＥＲＭコマンドに
ついては、「４. ３. ２ 各コマンドの構成」の「［８］ システム・コマンド」を参照してください。

＜メモ＞ ・工場出荷時のレスポンス・メッセージ・ターミネータは”ＣR ＬF ”に設定されてい
ます。

４. １. ３　ＭＣＢインターフェース

［１］　ＭＣＢアドレスの設定

　ＭＣＢインターフェースを使用する際には必ず機器アドレスを設定してください。ＭＣ１１Ｓの機器ア
ドレスの設定については、「３. ５. ９ コンフィギュレーション」を参照してください。

＜メモ＞ ・ＭＣＢの機器アドレスは、次のように設定してください。
　スレーブ機：　１～１５（任意）
　マスタ機は、ＧＰＩＢまたはＲＳ－２３２Ｃボードでアドレスが自動的に０に固定さ

れます。
・工場出荷時のＭＣＢの機器アドレスは１５に設定されています。
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４．２　プログラミング・フォーマット　　　　　　　　

　本章では、一般的なプログラミング・フォーマットについて説明します。

４. ２. １　コマンド

　ＧＰＩＢコントローラやＲＳ－２３２Ｃターミナルから本機に送られる命令で、下記の種類があります。

［１］　プログラム・メッセージ

　本機を作動させるための命令です。ヘッダ、データなどで構成される、アスキー・コードの文字列です。

〈SP〉〈ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ･ﾍｯﾀﾞ〉 〈ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ･ﾃﾞｰﾀ〉 

,

図４. ２－１

［２］　クウェリ・メッセージ

　本機に関する情報を得るための命令です。”？ ”付きのヘッダ、データなどで構成される、アスキー・
コードの文字列です。

〈SP〉〈ｸｳｴﾘ･ﾍｯﾀﾞ〉 〈ｸｳｴﾘ･ﾃﾞｰﾀ〉 ,

図４. ２－２

［３］　複合メッセージ

　複数のプログラム・メッセージとクウェリ・メッセージから構成されます。

〈ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ･ﾒｯｾｰｼﾞ〉 ； 
〈ｸｳｴﾘ･ﾒｯｾｰｼﾞ〉 

〈ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ･ﾒｯｾｰｼﾞ〉 

図４. ２－３

＜メモ＞ ・ホールド・オフ（ＧＰＩＢ）は、プログラム・メッセージやクウェリ・メッセージの
末尾に”＠ ”を付加することにより、そのメッセージが実行完了するまでＧＰＩＢ
をホールド・オフ状態にすることができます。

　ただし、ＥＯＩだけのプログラム・メッセージ・ターミネータの場合は"@@"として
ください。

・ホールド・オフは、ＧＰＩＢインターフェース・ボード（ＩＢ１１）固有のもので
す。
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［２］　トリガ設定コマンド

TRIGISET

TRIGRSET

TRIGVSET

TRIGPSET

TRG

TRIGSTOP

〈SP〉

〈SP〉

〈SP〉

〈SP〉

〈NR4〉

〈NR4〉

〈NR4〉

〈NR4〉

A

OHM

V

W

図４. ３－２

表４. ３－３

＜メモ＞ ・ＴＲＩＧ：ｘｘｘｘコマンドでＴＲＧバッファに設定した後、ＴＲＧコマンド以前に
他のコマンドが実行されると ＴＲＧバッファは空になります。

・ＴＲＧバッファが空のときは、 ＴＲＧコマンドを受けても何も処理を行いません。
・ＴＲＧコマンド実行後、ＴＲＧバッファは空になります。
・ＴＲＧコマンドの代わりにＧＥＴコマンドにより、同様のことが行えます。

ＣＣモードのときは、TRIGRSETはエラー（Diff. Mode 15)になります。
ＣＲモードのときは、TRIGISETはエラー（Diff. Mode 15)になります。

ヘッダ名 データ 動　作　説　明 バックアップ

ＴＲＩＧＩＳＥＴ ０～最大定格値［Ａ］ 直後のＴＲＧコマンドでＩＳＥＴ値を設定します。  Ｎｏ

ＴＲＩＧＲＳＥＴ ０～１０００［ＯＨＭ］ 直後のＴＲＧコマンドでＲＳＥＴ値を設定します。  Ｎｏ

ＴＲＩＧＶＳＥＴ ０～最大定格値［Ｖ］ 直後のＴＲＧコマンドでＶＳＥＴ値を設定します。  Ｎｏ

ＴＲＩＧＰＳＥＴ ０～最大定格値 ［Ｗ］ 直後のＴＲＧコマンドでＰＳＥＴ値を設定します。  Ｎｏ

ＴＲＧ 直前のＴＲＧ：ｘｘｘｘコマンドの内容を実行し  Ｎｏ

ＴＲＩＧＳＴＯＰ ＴＧＲバッファをクリアします。  Ｎｏ
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［５］　セットアップ・コマンド

STOALL

STOSET

STOMEM

RCLALL

RCLSET

RCLMEM

〈SP〉

〈SP〉

〈SP〉

〈SP〉

〈SP〉 

〈SP〉 

〈NR2〉 

〈NR2〉 

〈NR2〉 

〈NR2〉 

〈NR2〉 

〈NR2〉 

図４. ３－５

表４. ３－６

ヘッダ名 データ  動 作 説 明 バックアップ

ＳＴＯＡＬＬ １～４ ＡＬＬの部分の設定値を、指定したセットアップ・  Ｎｏ
メモリに保存します

ＳＴＯＳＥＴ １～４ ＳＥＴの部分の設定値を、指定したセットアップ・ Ｎｏ
メモリに保存します。

ＳＴＯＭＥＭ １～４ ＭＥＭの部分の設定値を、指定したセットアップ・ Ｎｏ
メモリに保存します。

ＲＣＬＡＬＬ ０～４ 指定したセットアップ・メモリからＡＬＬの部分を Ｎｏ
呼び出します。
０を指定するとＡＬＬの部分の初期値を呼びだします。

ＲＣＬＳＥＴ ０～４ 指定したセットアップ・メモリからＳＥＴの部分を Ｎｏ
呼び出します。
０を指定するとＳＥＴの部分の初期値を呼びだします。

ＲＣＬＭＥＭ ０～４ 指定したセットアップ・メモリからＭＥＭの部分を Ｎｏ
呼び出します。
０を指定するとＭＥＭの部分の初期値を呼びだします。
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［７］　シーケンス・コマンド（２／２）

PROGRAM

EOS

EXECUTE

RUN

PAUSE

STOP

RUNNING

SEQMODE

TEXTIDX

TEXTSEQ

TEXTPROG

〈SP〉

  ?

〈SP〉

〈SP〉

〈SP〉

〈SP〉

  ?

  ?

〈SP〉

〈NR2〉

〈NR2〉

〈NR1〉

〈NR2〉

〈NR1〉

〈SP〉

〈SP〉

〈NR2〉

〈NR2〉

”〈string〉”

”〈string〉”

”〈string〉”

   ,   
   ,   

図４. ３－７
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表４. ３－８

Ｎｏ

Ｎｏ

Ｎｏ

Ｎｏ

Ｎｏ

Ｙｅｓ

Ｙｅｓ

ヘッダ名 データ 動作説明 バックアップ

ＰＲＯＧＲＡＭ １～１６ プログラム番号を指定します。（以後, STEP, EOSｺﾏﾝﾄﾞに有効）

ＰＲＯＧＲＡＭ？ 指定されているプログラム番号を返します。

ＥＯＳ １～１０２４ 指定されたプログラムのステップの最終番号を設定します。 Ｎｏ

ＥＸＥＣＵＴＥ １（ＯＮ） エグゼキュート・モードにします。
RUN、STOP、PAUSEが有効になります。

０（ＯＦＦ） エグゼキュート・モードを解除します。

ＲＵＮ １～８ 指定したシーケンス番号を実行します。 Ｎｏ

ＰＡＵＳＥ １（ＯＮ） シーケンスをポーズします。

０（ＯＦＦ） ポーズを解除します。

ＳＴＯＰ シーケンスを強制停止させます。 Ｎｏ

ＲＵＮＮＩＮＧ？ シーケンスの実行状態の情報を返します。
<1～3>, <SEQ.NO>, <PROG.NO>, <STEP.NO>, <LOOP>

１……ＳＴＯＰ
２……ＲＵＮ
３……ＰＡＵＳＥ

ＳＥＱＭＯＤ？ シーケンス・モードの情報を返します。

１……ＮＶモード
２……ＮＩモード
４……ＮＲモード
５……ＮＰモード
１１…ＦＩモード
１２…ＦＲモード

ＴＥＸＴＩＤＸ 文字列 シーケンス実行メモリに最長６文字のインデックスを与えます。 Ｙｅｓ

ＴＥＸＴＳＥＱ ① １～８ シーケンス番号を指定します。

② 文字列 指定されたシーケンス番号に最長６文字のコメントを書きます。

ＴＥＸＴＰＲＯＧ ① １～１６ プログラム番号を指定します。

② 文字列 指定されたプログラム番号に最長６文字のコメントを書きます。
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［8］　システム・コマンド

UNMASK

FUNMASK

STB

FAU

STS

IDN

TERM

HEAD

ERR

RESET

〈SP〉 

  ?

〈SP〉 

  ?

  ?

  ? 

  ?

  ? 

〈SP〉 

  ? 

〈SP〉 

  ? 

  ? 

 

 

〈NR2〉 

 

〈NR2〉 

 

 

 

 

 

〈NR2〉 

 

〈NR1〉 

図４. ３－８

表４. ３－９

Ｎｏ

Ｎｏ

ヘッダ名 データ 動作説明 バックアップ

ＵＮＭＡＳＫ ０～２５５ アンマスク・レジスタの設定を行ないます。

ＵＮＭＡＳＫ？ アンマスク値を１０進数で返します。

ＦＵＮＭＡＳＫ ０～２５５ フォールト・アンマスク・レジスタの設定を行います。

ＦＵＮＭＡＳＫ？ ＦＵＮＭＡＳＫ値を１０進数で返します。

ＳＴＢ？ ステータス・バイト・レジスタ値を１０進数で返します。 Ｎｏ

ＦＡＵ？ フォールト・レジスタ値を１０進数で返します。 Ｎｏ

ＳＴＳ？ ステータス・レジスタ値を１０進数で返します。 Ｎｏ

ＩＤＮ？ 機種名、ＲＯＭバージョンなどを返します。 Ｎｏ

ＴＥＲＭ ０ レスポンス・ターミネータを”ＣRＬF”に設定します。

１ レスポンス・ターミネータを”ＣR”に設定します。

２ レスポンス・ターミネータを”ＬF”に設定します。 Ｎｏ

３ レスポンス・ターミネータを”ＥＯＩ”だけに設定します。

ＴＥＲＭ？ ［０，１、２、３］を返します。

ＨＥＡＤ １ クウェリ・メッセージにクウェリ・ヘッダを付けます。

０ クウェリ・メッセージにクウェリ・ヘッダを付けません。 Ｎｏ

ＨＥＡＤ？ ［０，１］を返します。

ＥＲＲ？ エラー・コードを返します。（「４. ６エラー・コード」参照） Ｎｏ

ＲＥＳＥＴ なし アラームを解除します。 Ｎｏ
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［１１］　ＧＰＩＢ専用コマンドおよび特殊コード

＜ＤＣＬ＞　：ＭＣＢのパス・アドレスを０（ゼロ）にします。エラー・メッセージをクリアします。
＜ＳＤＣ＞　：同上
＜ＧＥＴ＞　：ＴＲＧコマンドと同様です。
”＠ ”　　　：プログラム・コマンド・メッセージの終端に"@"コード（４０ｈ）を付加することにより、

メッセージが実行終了するまでホールド・オフします。
ただし、ＥＯＩだけのプログラム・メッセージ・ターミネータの場合は"@@"としてください。

例：２０　ＰＲＩＮＴ　＠１；”ＩＳＥＴ　５．０Ａ ”　　　（入力バッファにメッセージを取り込み、次へ進む）

　　３０　ＰＲＩＮＴ　＠１；”ＩＳＥＴ　５．０Ａ＠ ”　　（＜ＩＳＥＴ　５. ０Ａ＞を実行後、次へ進む）
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エラー・メッセージ エラー・コード 原　因

Syntax Error 1 入力されたコマンドに文法的誤りがあります。

Argument Err 2 コマンドラインのアーギュメントに誤りがあります。

Memory Full 14 シーケンス・プログラム・ステップを書き込む容量がありません。

Diff. Mode 15 基本動作モードの設定が、送られたコマンドに適合しておりません。

Warning Data 16 シーケンスの設定値に定格以上の値が設定されています。

SW State 21 スイッチング動作中に無効なコマンドが入力されました。

SEQ State 22 シーケンス動作実行中（RUN中,PAUSE中）に無効なコマンドが
入力されました。

SHORT State 23 ショート動作中に無効なコマンドが入力されました。

Alarm state 24 アラーム状態においてコマンドが入力されました。

SLAVE State 25 スレーブ動作中に無効なコマンドが入力されました。

EXECUTE 0 27 シーケンスをRUNできないとき、EXECUTE 1コマンドを実行して
からRUNしてください。

Invalidity 28 無効なコマンドが入力されています。

４．６　エラー・コード一覧　　　　　　　　　　　　　

表４. ６－１

＜メモ＞ ・発生したエラーはレジスタに書き込まれます。従って、コマンド「ERR?」によって
かえされるエラー・コードは、最後に発生したエラーです。また、コマンド
「ERR?」クエリにより、「ＣＬＲ」、＜ＤＣＬ＞、＜ＳＤＣ＞でエラーレジスタは
クリアされます。
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100 PRINT @1;"ITIMECMEM 100MS" 'メモリーＣに時間をセット
110 PRINT @1;"LOAD ON"
120 PRINT @1;"SWI ON" 'スイッチング　モード　オン
130 STOP
140 :
150 PRINT @1;"SW OFF"
160 PRINT @1;"LOAD OFF"
170 END

20 ISET IFC: ISET REN: CMD DELIM=0
30 '--- Mode ---
40 PRINT @1;"EXECUTE 0"
50 PRINT @1;"NEWSEQ 2,1" 'ＮＩモード、ｍＳＥＣ単位
60 '--- Sequence ---
70 PRINT @1;"SEQUENCE 1,1,1,2,16"  'シーケンス番号１
80 PRINT @1;"SEQUENCE 2,2,2,3,16"  'シーケンス番号２
90 PRINT @1;"SEQUENCE 3,3,1,0,16"  'シーケンス番号３
100 '--- Program ---
110 PRINT @1;"PROGRAM 1" 'プログラム番号１を指定
120  PRINT @1;"STEP 1,0,0.00A,50mS,0,0,0,0" 'ステップ番号１に各データ入力
130  PRINT @1;"EOS"
140 PRINT @1;"PROGRAM 2" 'プログラム番号２を指定
150  PRINT @1;"STEP 1,1,10.00A,10mS,1,1,0,0" 'ステップ番号１に各データ入力
160  PRINT @1;"STEP  ,0,10.00A,20mS,0,1,0,0" 'ステップ番号２に各データ入力
170  PRINT @1;"STEP  ,1,20.00A,30mS,0,1,0,0" 'ステップ番号３に各データ入力
180  PRINT @1;"STEP  ,1,0.00A, 40mS,0,1,0,0" 'ステップ番号４に各データ入力
190  PRINT @1;"EOS"
200 PRINT @1;"PROGRAM 3" 'プログラム番号３を指定
210  PRINT @1;"STEP 1,0, 5.00A,30mS,0,1,0,0" 'ステップ番号１に各データ入力
220  PRINT @1;"STEP  ,0,15.00A,8000mS,0,1,0,0" 'ステップ番号２に各データ入力
230  PRINT @1;"STEP  ,0, 0.00A,50mS,0,1,0,0" 'ステップ番号３に各データ入力
240  PRINT @1;"EOS"
250 PRINT @1;"PROGRAM 16" 'プログラム番号１６を指定
260  PRINT @1;"STEP 1,0, 0.00A,1mS,0,0,0,0" 'ステップ番号１に各データ入力
270  PRINT @1;"EOS"
280 '--- Write Comments ---
290 PRINT @1;"TEXTIDX "+   CHR$(34)+"SAMPLE"+CHR$(34)  'FILE INDEX  <SAMPLE>
300 PRINT @1;"TEXTSEQ 1,"+ CHR$(34)+"START"+CHR$(34)   'SEQ1 NAME   <START>
310 PRINT @1;"TEXTSEQ 2,"+ CHR$(34)+"MAIN"+CHR$(34)    'SEQ2 NAME   <MAIN>
320 PRINT @1;"TEXTSEQ 3,"+ CHR$(34)+"END"+CHR$(34)     'SEQ3 NAME   <END>
330 PRINT @1;"TEXTPROG 1,"+CHR$(34)+"OUT0"+ CHR$(34)   'PROG1 NAME  <OUT0>
340 PRINT @1;"TEXTPROG 2,"+CHR$(34)+"TEST1"+ CHR$(34)  'PROG2 NAME  <TEST1>
350 PRINT @1;"TEXTPROG 3,"+CHR$(34)+"TEST2"+ CHR$(34)  'PROG3 NAME  <TEST2>
360 PRINT @1;"TEXTPROG 16,"+CHR$(34)+"OUT0"+CHR$(34)   'PROG16 NAME <OUT0>
370 '--- Execute ---
380 PRINT @1;"EXECUTE 1@" '実行を許可する。
390 PRINT @1;"RUN 1@" 'プログラム番号１を実行。
400 PRINT @1;"RUNNING?" 'シーケンス・ステータスチェック
410 LINE INPUT @1;FA$:PRINT FA$
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20 ISET IFC: ISET REN: CMD DELIM=0
30 PRINT @1;"ISET 10.0A"
40 ON SRQ GOSUB *ON.SRQ
50 PRINT @1;"LOAD ON@"
60 SRQ ON
70 PRINT @1;"UNMASK 1"
80 PRINT @1;"FUNMASK 23"   'ＦＢ，ＯＨＰ，ＯＣＰ，ＯＶでＳＲＱを発生させる。
90 '
100 *LOOP
110 GOTO *LOOP 'ＳＲＱ待ち。
120 '
130 *ON.SRQ 'ＳＲＱ割り込み処理
140 POLL 1,S:PRINT S
150 PRINT @1;"UNMASK 0" '再度ＳＲＱが立つのを禁止する。
160 PRINT @1;"HEAD 0;FAU?"
170 INPUT @1;FA$:PRINT FA$
180 FAU=VAL(FA$)
190 PRINT @1;"LOAD OFF"
200 IF FAU AND 1 THEN PRINT "過電圧を検出しました。"
210 IF FAU AND 2 THEN PRINT "ＯＨＰが動作しました。"
220 IF FAU AND 4 THEN PRINT "ＯＨＰが動作しました。"
230 IF FAU AND 16 THEN PRINT "ヒューズか切れました。"
240 END
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４. ７. ３　コマンド・ヘッダ・リスト

　本節には、コマンドのヘッダ名の一覧を掲載しています。下表の”項目番号 ”は、「４. ３. ２各コマン
ドの構成」の中の項目番号を示しています。

ヘッダ名 項目番号

ＣＣＣＲ ［１］
ＣＣＲＡＮＧＥ ［１］
ＣＲＲＡＮＧＥ ［１］
ＣＴＲＬＺ ［９］
ＣＵＲＲ ［１］
ＣＶ ［１］
ＥＯＳ ［７］
ＥＲＲ ［１０］
ＥＸＥＣＵＴＥ ［７］
ＦＡＵ ［１０］
ＦＵＮＭＡＳＫ ［１０］
ＨＥＡＤ ［１０］
ＩＤＮ ［１０］
ＩＲＡＮＧＥ ［３］
ＩＳＥＴ ［１］，［３］
ＩＴＩＭＥ ［３］
ＬＬＯ ［８］，［９］
ＬＯＡＤ ［１］
ＮＥＷＳＥＱ ［６］
ＰＡＴＨ ［８］
ＰＡＵＳＥ ［７］
ＰＯＷ ［１］
ＰＲＯＧＲＡＭ ［７］
ＰＳＥＴ ［１］，［３］
ＲＣＬＡＬＬ ［５］
ＲＣＬＭＥＭ ［５］
ＲＣＬＳＥＴ ［５］
ＲＥＳＥＴ ［１０］
ＲＯＯＴＰＡＴＨ ［８］
ＲＲＡＮＧＥ ［３］
ＲＳＥＴ ［１］，［３］
ＲＴＩＭＥ ［３］
ＲＵＮ ［７］
ＲＵＮＮＩＮＧ ［７］
ＳＥＩ ［４］
ＳＥＱＭＯＤ ［７］

ヘッダ名 項目番号

ＳＥＱＵＥＮＣＥ ［６］
ＳＨＯＲＴ ［４］
ＳＩＬＥＮＴ ［９］
ＳＴＡＲＴＴＩＭＥ ［４］
ＳＴＢ ［１０］
ＳＴＥＰ ［６］
ＳＴＯＰ ［７］
ＳＴＯＡＬＬ ［５］
ＳＴＯＭＥＭ ［５］
ＳＴＯＳＥＴ ［５］
ＳＴＳ ［１０］
ＳＷ ［４］
ＴＥＲＭ ［１０］
ＴＥＸＴＩＤＸ ［７］
ＴＥＸＴＰＲＯＧ ［７］
ＴＥＸＴＳＥＱ ［７］
ＴＲＧ ［２］
ＴＲＧＩＳＥＴ ［２］
ＴＲＧＰＳＥＴ ［２］
ＴＲＧＲＳＥＴ ［２］
ＴＲＧＶＳＥＴ ［２］
ＴＲＩＧＳＴＯＰ ［２］
ＴＲＴＦ ［４］
ＵＮＭＡＳＫ ［１０］
ＶＯＬＴ ［１］
ＶＳＥＴ ［１］，［３］
ＶＴＩＭＥ ［３］
ＷＡＩＴ ［４］
＜ＸＯＦＦ＞ ［９］
＜ＸＯＮ＞ ［９］



第５章

各部の機能説明

本機各部の名称と機能を説明します。

目次

５．１　前面パネル ................................................................ 5-2

５．２　後面パネル ................................................................ 5-8



第５章  各部の機能説明

5-2

５．１　前面パネル　　　　　　　　　　　　　　　　　

【2】空気取り入れ口  

【1】前面負荷端子

【3】ハンドル
【3】ハンドル

【2】空気取り入れ口
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[1] 前面負荷端子（ＰＬＺ１５３Ｗ／３０３Ｗのみ）

試験する機器と接続して電流を流す端子です。後面パネルの負荷端子と接続されています。

･通電中の負荷端子に触れてはいけません。

･極性を間違えずに、正しく接続してください。
･適当な線径、被覆を有する線を使用してください。
･過電圧を加えないでください。

[2] 空気取り入れ口

内部を冷却するための空気取り入れ口です。

･定期的にダスト・フィルタを点検してください。（ダスト・フィルタの外し方は
「第６章 保守・校正」を参照してください。）

･空気取入れ口をふさがないでください。

[3] ハンドル

警告

注意

注意
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【6】ディスプレイ

【4】電源スイッチ

【8】機能キー

【5】[LOAD]キー

【7】C.C、C.R ランプ

【9】 ジョグ・シャトル

【10】 矢印キー  

【11】サブ・フロントパネル【13】コントラスト・ボリューム

【12】シーケンス・キー

[4] 電源スイッチ

入力電源をオン／オフします。
電源スイッチをオンにしたのち約２秒間はセルフ・テストを実行します。この間は他の機能は働き

　　ません。

[5]【ＬＯＡＤ】キー

本機に流れる電流のオン／オフを行います。
押すたびにロードオン／オフを繰り返します。ロードオンになっているときには、キーの上のＬＥ

　　Ｄが点灯します。

[6] ディスプレイ

電流、抵抗、電圧、電力等の設定値やさまざまなパラメータおよびメニュー項目を表示します。ま
　　た、各種のメッセージも表示します。

上段　：　負荷端子電圧、電流、電力値等の表示
下段　：　左端に［ＣＣ］、［ＣＲ］、［ＣＶ］、［ＣＰ］などの動作モードを表示

　　各機能の設定値を表示

　　＜メモ＞　　・メニュー方式の設定では全範囲を使って表示します。
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[7] Ｃ. Ｃ、Ｃ. Ｒランプ

本機が現在Ｃ. ＣとＣ. Ｒモードのどちらが使用可能であるかを示します。

Ｃ. Ｃランプ　：　Ｃ. Ｃモードが使用可能であることを示すランプです。
【Ｉ ＳＥＴ】キーを押すと点灯します。

Ｃ. Ｒランプ　：　Ｃ. Ｒモードが使用可能であることを示すランプです。
【Ｒ ＳＥＴ】キーを押すと点灯します。)

[8] 機能キー

【Ｉ ＳＥＴ】 Ｃ. Ｃモードを使用可能にするキーです。【Ｉ ＳＥＴ】キーを押すと上部のＣ. Ｃラン
プが点灯して、Ｃ. Ｃモードが使用可能になったことが確認できます。同時にＩＳＥＴ
表示が現われて定電流の設定値をジョグ・シャトルで変えることができます。　　　

【Ｒ ＳＥＴ】 Ｃ. Ｒモードを使用可能にするキーです。【Ｒ ＳＥＴ】キーを押すと上部のＣ. Ｒラン
プが点灯して、Ｃ. Ｒモードが使用可能になったことが確認できます。同時にＲＳＥＴ
表示が現われて定抵抗の設定値をジョグ・シャトルで変えることができます。　　　

【Ｖ ＳＥＴ】 【ＳＨＩＦＴ】＋【Ｖ ＳＥＴ】(CV ON)キーによりあらかじめＣ. Ｖモードを使用可能
に設定しておくと、ＶＳＥＴ表示が現われて定電圧の設定値をジョグ・シャトルで変え
ることができます。

【Ｐ ＳＥＴ】 ＰＳＥＴ表示が現われて定電力の設定値をジョグ・シャトルで変えることができます。

【ＳＨＩＦＴ】 キーの下に青文字で表示された機能を選択するときに使用します。
このキーを押したのち目的の機能のキーを押すと、そのキーの下に青文字で表示された
機能が選択されます。
本取扱説明書では、青文字の機能は【ＳＨＩＦＴ】＋【キー・トップの表示】（選択さ
れた機能名）で表現しています。

【Ａ】 Ａメモリに保存した設定値を呼び出します。また、保存モードの場合には、Ａメモリを
指定します。

【Ｂ】 Ｂメモリに保存した設定値を呼び出します。また、保存モードの場合には、Ｂメモリを
指定します。

【Ｃ】 Ｃメモリに保存した設定値を呼び出します。また、保存モードの場合には、Ｃメモリを
指定します。

【ＭＥＭ】 メモリ保存モードになります。このモードでＡ．Ｂ．Ｃキーを押すと、ディスプレイの
表示値を保存することができます。

【ＳＷ】 スイッチング動作の開始・停止を設定します。
スイッチング動作中はこのキーの上のＬＥＤが点灯します。（スイッチング動作につい
ては「３. ５. ６ スイッチング機能」参照）

【Ｔｒ Ｔｆ】 Ｃ. Ｃランプが点灯しているとき【Ｔｒ Ｔｆ】キーを押すと、ジョグによって電流の立
上り、立下り時間の設定値を変えることができます。
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【ＥＳＣ】 現在実行中の機能をキャンセルします。メニュー表示の場合は、１つ前または１階層上
のメニュー表示に戻ります。

【ＥＮＴＥＲ】 設定値を確定します。
メニュー表示の場合は、１階層下のメニュー表示に進みます。

【ＳＨＩＦＴ】＋【Ｉ ＳＥＴ】(SET  UP) セットアップ機能メニューになります。
各設定値の初期化やセットアップ・メモリへの保存、
呼出しメニューになります。

【ＳＨＩＦＴ】＋【Ｒ ＳＥＴ】(CONFIG) 各種補助機能を設定するコンフィギュレーション・メ
ニューになります。

【ＳＨＩＦＴ】＋【Ｖ ＳＥＴ】(CV ON) ＣＶ動作を可能にします。

【ＳＨＩＦＴ】＋【Ｐ ＳＥＴ】(RANGE) Ｃ. Ｃモード、Ｃ. Ｒモードのレンジを選択します。押
すたびにＨレンジ、Ｌレンジが交互に繰り返されま
す。

【ＳＨＩＦＴ】＋【ＭＥＭ】(DMEM) 現在の設定値を変えずに、Ａ．Ｂ．Ｃメモリの設定値
だけを変更します。

【ＳＨＩＦＴ】＋【ＳＷ】(SHORT) ショート動作を実行します。
Ｃ. Ｃモードの場合には最大電流値、Ｃ. Ｒモードの場
合には最小抵抗値に自動的に設定するショート動作を
実行します。

【ＳＨＩＦＴ】＋【Ｔｒ Ｔｆ】(START  TIME) ソフト・スタートタイムの設定を可能にします。
（「３. ５. １　Ｃ. Ｃモード」の「［３］ ソフト・ス
タートタイムの設定」参照）

【ＳＨＩＦＴ】＋【ＥＳＣ】(ERR RESET) アラームを解除します。

【ＳＨＩＦＴ】＋【ＥＮＴＥＲ】(LOCAL) ＧＰＩＢ、ＭＣＢ、ＲＳ－２３２Ｃによるコンピュー
タ・コントロールを、パネルからのコントロールに変
更します。

[9] ジョグ・シャトル

ジョグ 各設定値の微調や選択ができます。

シャトル 各設定値の粗調を行います。
シャトルの角度により設定スピードを変えることができます。
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[10] 矢印キー

【 】 ，【 】 メニュー項目や設定項目の選択を行います。

【ＳＨＩＦＴ】＋【 】(▽) シーケンス・モードのプログラムの編集において、ステップ番号を
選択します。

【ＳＨＩＦＴ】＋【 】(△)

[11] サブ・フロントパネル

モニタ出力端子、トリガ出力端子、リモコン用コネクタ、シーケンス・キーなどを収納しています。

Ｉ ＭＯＮ  ＯＵＴ 電流モニタ用の出力端子で、電圧計，オシロスコープなどを接続します。

ＴＲＩＧ  ＯＵＴ トリガ信号の出力端子です。

Ｊ１  専用リモート・コントロール用コネクタで、オプションのＲＣ１１、
ＲＣ０２－ＰＬＺなどを接続します。

[12] シーケンス・キー

【ＳＥＱ】 シーケンス・モードのメニューになります。

【ＲＵＮ】 シーケンス動作を実行します。

【ＰＡＵＳＥ】 シーケンス動作を一時停止します。

【ＳＴＯＰ】 シーケンス動作を終了します。

【ＳＨＩＦＴ】＋【ＳＥＱ】(IB STS) ＧＰＩＢステータスを表示します。

【ＳＨＩＦＴ】＋【ＳＴＯＰ】(KEYLOCK) キー操作を無効にします。

[13] コントラスト・ボリューム

ディスプレイのコントラストを調整するボリュームです。
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５．２  後面パネル　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【18】空気吹き出し口

【22】入力電源電圧範囲切換えスイッチ(底面) 

【14】オプション・ボード・スロット  【16】リモート・センシング端子

【17】負荷端子 (DC INPUT)

【21】ＡＣインレット

【19】外部コントロール・コネクタ

【20】接地端子 

【15】製造番号 

[14] オプション・ボード・スロット

オプションのインターフェース・ボードを挿入するスロットです。次の３種類のインターフェース・
　　ボードを装着することができます。

・ＩＢ１１（ＧＰＩＢインターフェース・ボード）
・ＲＳ１１（ＲＳ－２３２Ｃインターフェース・ボード）
・ＭＣ１１Ｓ（ＭＣＢインターフェース・ボード）

･インターフェース・ボードを脱着する際は必ず電源スイッチをオフにしてください。

[15] 製造番号

注意
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[16] リモート・センシング端子

負荷配線の抵抗による電圧降下を補正するリモート・センシング用の接続端子です。

[17] 負荷端子（ＤＣ ＩＮＰＵＴ）

試験する機器と接続するための端子です。

･通電中の負荷端子には触れてはいけません。

･端子カバーを必ず使用してください。
･端子は付属のネジで確実に接続してください。
･ 極性を間違えずに、正しく接続してください。
･ 適当な線径、被覆を有する線を使用してください。
･ 過電圧を加えないでください。

[18] 空気吹き出し口

冷却ファンの吹き出し口です。

･高温（室温プラス４０℃程度）になりますので注意してください。
･本機の後は３０ｃｍ以上のスペースを確保してください。

[19] 外部コントロール・コネクタ

下記の外部コントロールを行うためのコネクタです。

機能一覧
・外部電圧によるＣ. Ｃモードの外部コントロール
・外部抵抗によるＣ. Ｃモードの外部コントロール
・外部電圧によるＣ. Ｒモードの外部コントロール
・外部抵抗によるＣ. Ｒモードの外部コントロール
・外部電圧によるＣ. Ｐモードの外部コントロール
・ロードオン／オフの外部コントロール
・レンジ切換えの外部コントロール
・トリガ信号の入出力
・ショート出力
・並列運転
・アラーム出力

ＳＷ１－１ ： 並列運転を行う場合に、スレーブ機のこのスイッチをＯＮに設定します。

ＳＷ１－２ ： 機能拡張用ですので、標準では使用しません。

ＦＳ ： 外部コントロールを行う場合、最大電流値や最小抵抗値を調整するのに使用します。

ＯＦＳ ： 外部コントロールを行う場合、電流のオフセット値や最大抵抗値を設定するのに使用し
ます。

ＳＷ２ ： 外部コントロールを行う場合に、外部電圧によるときにはＲＥＭに、外部抵抗 による
ときにはＬＯＣＡＬにそれぞれ設定します。

警告

注意

注意
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ＳＷ３ ： 外部コントロールを行う場合に、外部電圧によるときにはＶに、外部抵抗によるときに
はＲにそれぞれ設定します。

[20] 接地端子

本機を接地するための端子です。

･本機は必ず接地してご使用ください。

[21] ＡＣインレット

電源コード接続用コネクタです。
ヒューズ・ホルダと一体型になっており、予備ヒューズが内蔵されています。

[22] 入力電源電圧範囲切換えスイッチ（底面）

ご使用になる電源電圧に合った電源電圧範囲に、このスイッチを設定してください。

･電源スイッチをオフにし、電源コードを外してから行ってください。
･指定のヒューズをご使用ください。

警告

警告
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［４］　チェック方法

表６. １－１

６. １. ５　オーバホール

　本機内部の電解コンデンサーやファン・モータは短寿命です。電源投入状態でおよそ１０, ０００時間に
１回（使用状況により異なります）、内部の点検・清掃を兼ねて、本機をオーバホールすることをお勧め
します。オーバホールは、お買上げもとまたは弊社営業所に依頼してください。

試験項目 設　　定 確　　認

定電流モード 負荷端子電圧が１. ５Ｖになるように （ＩＳＥＴ値－Ｉ）／定格電流が仕様
の試験 直流安定化電源を設定します。 設定確度以内であることを確認

ＩＳＥＴ値を定格電流に設定します。 します。
（ＰＳＥＴは最大、Ｃ. Ｖはオフ）

定抵抗モード 負荷端子電圧を３. ０Ｖにし、ＲＳＥＴ値 （Ｖ／ＲＳＥＴ値－Ｉ）／定格電流が
の試験 を最小抵抗値に設定します。 仕様設定確度以内であることを

（ＰＳＥＴ値は最大、Ｃ. Ｖはオフ） 確認します。

定電力モード 負荷端子電圧を５. ０Ｖにし、Ｃ. Ｐ値を （ＰＳＥＴ値－Ｖ×Ｉ）／定格電力が
の試験 定格電力に設定します。 仕様設定確度以内であることを

（Ｃ. Ｖはオフ、ＩＳＥＴは最大または 確認します。
ＲＳＥＴ最小）

定電圧モード 直流安定化電源の出力を７Ｖに設定し、 （ＶＳＥＴ値－Ｖ）／定格電圧が仕様
の試験 電流の設定値を１Ａにします。 設定確度以内であることを確認

Ｃ. Ｖをオンにし、ＶＳＥＴ値を６Ｖにし します。
ます。
（ＩＳＥＴ値は最大，ＰＳＥＴ値は最大）
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＞１６：Ｃａｌｉｂｒａｔｉｏｎ
　　　　　Ｐｕｓｈ［ＥＮＴＥＲ］

＞１：Ｓｔａｒｔ　Ｃａｌｉｂｒａｔｉｏｎ
　　　　　ＩＤ？　００００

　０．００Ａ　　５．００Ｖ　　　０．０Ｗ
－－　ｏｆｆｓＣＣｄａＨ　　　　　　６２

＞１：Ｓｔａｒｔ　Ｃａｌｉｂｒａｔｉｏｎ
　　　　　ＩＤ？　０１５３

機種名 ＰＬＺ１５３Ｗ ＰＬＺ３０３Ｗ ＰＬＺ６０３Ｗ ＰＬＺ１００３Ｗ

ＩＤ番号 ０１５３ ０３０３ ０６０３ １００３

６. ２. ４　校正モードの入り方

①【ＳＨＩＦＴ】＋【ＲＳＥＴ】(CONFIG)キーを押すとコンフィギュレーション・メニューが表れ、　

【 】キー、【 】キーで［１６：］を選択します。
・コンフィギュレーション・メニューの［＞１

６：Ｃａｌｉｂｒａｔｉｏｎ］を選択したとき
の表示です。

②【ＥＮＴＥＲ】キーを押します。

③ 本機のＩＤ番号を設定する表示になります。

④ ジョグおよびシャトルで機種名のＩＤ番号を設定します。

⑤ ジョグで０１５３を設定した例です。

⑥【ＥＮＴＥＲ】キーを押します。
・この時、本機の機種名とＩＤ番号が異なると

ピーとブザーが鳴るので再び④から行ってくだ
さい。

⑦ Ｃ.ＣモードＨレンジのオフセットの校正に入りました。
・負荷端子に５.００Ｖが印加されています。
・工場出荷時または前回校正時の校正データが

６２であることを表示しています。
・③～⑦の間で【ＥＳＣ】キーを押すと①の表示

に戻ります。

  〈メモ〉 　［ＥＳＣ］キーでかならず①の表示にもどってから電源スイッチをオフにしてくださ
い。①の表示にもどらないで電源スイッチをオフにしますと、校正値は、クリアされ
校正前の値にもどります。
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６. ２. ５　校正方法

　このモードでは【 】キー、【 】キーで校正項目を選択することができます。
　Ｃ.Ｃ、Ｃ.Ｒ、Ｃ.ＶおよびＣ.Ｐの各モードのオフセット、最大値の校正は校正項目①～⑩で行います。
この時、パネル表示器の上段は校正される前の値ですので外部で測定している値と異なる場合があります。
電流計および電圧計の校正は校正項目⑪～⑯で行います。電力計は電流計と電圧計の指示値を乗算した値

を表示しているため校正の必要はありません。【 】キー、【 】キーで　校正項目を選択すると安全のた
め自動的にロードオフしますが、【ＬＯＡＤ】キーで再びロードオンにすることができます。校正では電
流値を変化させますが、そのため配線による電圧降下で負荷端子に印加される電圧が変わります。指定の
電圧になるように再度調整してください。また、１つのモードでオフセット、最大値とを校正しますが、
オフセットを校正後最大値を校正するとオフセットが狂う場合がありますので、両方とも校正できるまで
交互に繰り返して合わせ込んでください。表示器の上段は実際に負荷端子に印加されている電圧値、電流
値および電力値を表示しています。下段は校正項目の表示とジョグ、シャトルで変化する校正データが表
示されます。

＜メモ＞　　　　　・校正に入る前に現在の校正値（下段右の数値）をメモしておいてください。

① ｏｆｆｓＣＣｄａＨ  （Ｃ.ＣモードＨレンジのオフセットの校正です。）
・【ＬＯＡＤ】キーでロードオンにします。
　負荷端子に５.００Ｖを印加して、Ｉ1が表６. ２

－２に示す電流値になるようにジョグまたは
シャトルを回します。              　　　　　　　　
　　　　　　　　　　

② ｇａｉｎＣＣｄａＨ  （Ｃ.ＣモードＨレンジの定格電流の校正です。）
・【ＬＯＡＤ】キーでロードオンにします。
　負荷端子に５.００Ｖを印加して、Ｉ1が表６. ２

－２に示す電流値になるようにジョグまたは
シャトルを回します。

③ ｏｆｆｓＣＣｄａＬ  （Ｃ.ＣモードＬレンジのオフセットの校正です。）
・【ＬＯＡＤ】キーでロードオンにします。
　負荷端子に５.００Ｖを印加して、Ｉ1が表６. ２

－２に示す電流値になるようにジョグまたは
シャトルを回します。

④ ｇａｉｎＣＣｄａＬ  （Ｃ.ＣモードＬレンジの最大電流の校正です。）
・【ＬＯＡＤ】キーでロードオンにします。
　負荷端子に５.００Ｖを印加して、Ｉ1が表６. ２

－２に示す電流値になるようにジョグまたは
シャトルを回します。

　
⑤ ｇａｉｎＣＲｄａＨ  （Ｃ.ＲモードのＨレンジの最小抵抗値の校正です。）

・【ＬＯＡＤ】キーでロードオンにします。
　負荷端子に３.００Ｖを印加して、Ｉ1が表６. ２

－２に示す電流値になるようにジョグまたは
シャトルを回します。

　

　０．０３Ａ　　５．００Ｖ　　　０．２Ｗ
ＣＣ　ｏｆｆｓＣＣｄａＬ　　　　　１７８

２５．２０Ａ　　５．００Ｖ　１２６．０Ｗ
ＣＣ　ｇａｉｎＣＣｄａＨ　　　２５２０５

　０．３２Ａ　　５．００Ｖ　　　１．６Ｗ
ＣＣ　ｏｆｆｓＣＣｄａＨ　　　　　　６２

　２．５２Ａ　　５．００Ｖ　　１２．６Ｗ
ＣＣ　ｇａｉｎＣＣｄａＬ　　　２５４５６

２５．２０Ａ　　３．００Ｖ　　７５．６Ｗ
ＣＲ　ｇａｉｎＣＲｄａＨ　　　２１２９３
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７．４  オプション　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■ 専用リモート・コントローラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ＲＣ０２－ＰＬＺ ＲＣ１１
（全パネル機能のコントロールおよびテンキー入力ができます。） （各設定値のテンキー入力ができます。）
図７. ４－１ 図７. ４－２

■ インターフェース・ボード　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ＩＢ１１ ＲＳ１１ ＭＣ１１Ｓ
（ＧＰＩＢ） （ＲＳ－２３２Ｃ） （ＭＣＢ：マルチチャネル・バス）

図７. ４－３ 図７. ４－４ 図７. ４－５
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■ ラックマウント・フレーム（ＰＬＺ１５３Ｗ、ＰＬＺ３０３Ｗ用）　　　　　　　　

ＫＲＡ３（ＥＩＡ規格ラック用）

図７. ４－６

ＫＲＡ１５０（ＪＩＳ規格ラック用）

図７. ４－７

ブランク・パネル（ＫＲＡ３、ＫＲＡ１５０用）

ＫＢＰ３－６（１／６幅） ＫＢＰ３－３（１／３幅）  ＫＢＰ３－２（１／２幅）
図７. ４－８ 図７. ４－９ 図７. ４－１０
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■ ラックマウント・フレーム（ＰＬＺ６０３Ｗ、ＰＬＺ１００３Ｗ用）　　　　　　　

ＫＲＢ３（ＥＩＡ規格ラック用）

図７. ４－１１

ＫＲＢ１５０（ＪＩＳ規格ラック用）

図７. ４－１２
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付録１　エラー・メッセージ一覧

エラー・メッセージ 原 因 と 対 策

Ａｌａｒｍ　Ｓｔａｔｕｓ アラーム状態においてコマンドが入力されました。
原因を取り除いてアラームを解除した後、コマンドを入力し
てください。

Ａｒｇｕｍｅｎｔ　Ｅｒｒ コマンド・ラインのアーギュメントに誤りがあります。
”，”などの欠落、または設定値の動作範囲に誤りはありま
せんか？

Ｃｈａｎｇｅ　Ｔｏ　ＣＣ　Ｍｏｄｅ シーケンスの動作モードとパネルのモード設定が異なりま
す。【Ｉ ＳＥＴ】キーによりＣ. Ｃモードに変更してくださ
い。

Ｃｈａｎｇｅ　Ｔｏ　ＣＲ　Ｍｏｄｅ シーケンスの動作モードとパネルのモード設定が異なりま
す。【Ｒ ＳＥＴ】キーによりＣ. Ｒモードに変更してくださ
い。

Ｄａｔａ　Ｃｌｉｐ シーケンス・データに本機の定格以上の値が設定されていま
す。データーがクリップしますので注意してください。Ｌレ
ンジに設定されていませんか？

Ｄｉｆｆ．　Ｍｏｄｅ 基本動作モードの設定が、送られたコマンドに適合していま
せん。ＣＣＣＲＭＯＤＥコマンドにより適切な動作モードに
設定してください。

ＥＸＥＣＵＴＥ　０ シーケンスをＲＵＮできません。ＥＸＥＣＵＴＥ １コマン
ドを実行してからＲＵＮしてください。

Ｆｒａｍｉｎｇ　Ｅｒｒｏｒ ＲＳ－２３２Ｃ通信においてフレーミング・エラーが生じま
した。ビット落ちがありますので、ボーレート等の設定を確
認してください。

Ｉｎｖａｌｉｄｉｔｙ 無効なコマンドが入力されました。 現在の設定を確認して
ください。

Ｌｏｏｐ：０ プログラムのループ回数が０です。１以上に設定し直してく
ださい。
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エラー・メッセージ 原 因 と 対 策

Ｍｅｍｏｒｙ　Ｆｕｌｌ シーケンス・プログラムのステップを書き込む容量がありま
せん。ステップ数が２５６（又は１０２４）を超える場合に
生じます。

Ｐａｒｉｔｙ　Ｅｒｒｏｒ ＲＳ－２３２Ｃ通信においてパリティ・チェックにエラーが
起こりました。通信設定を確認してください。

ＲＡＭ　Ｄａｔａ　Ｅｒｒｏｒ 内蔵の電池の消耗により、バックアップ・メモリのデータが
こわれました。あるいは、内部ＲＡＭのデータがこわれまし
た。
データが初期値に戻ります。しばらく電源投入状態にしてお
いてください。

ＲＸ　Ｏｖｅｒｆｌｏｗ ＲＳ－２３２Ｃ通信において受信バッファにオーバフローが
起こりました。通信設定を確認してください。

ＳＥＱ　Ｓｔａｔｕｓ シーケンス動作実行中（ＲＵＮ中、ＰＡＵＳＥ中）に無効な
コマンドが入力されました。ＳＴＯＰしてからコマンドを入
力してください。

ＳＨＯＲＴ　Ｓｔａｔｕｓ ショート動作中に無効なコマンドが入力されました。
ショート動作を解除してから、コマンドを入力してくださ
い。

ＳＬＡＶＥ　Ｓｔａｔｕｓ スレーブ動作中に無効なコマンドが送られてきました。
スレーブ動作を解除してください。
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付録３　機能一覧表

機　　　　　　　能

Ｃ. Ｃ Ｃ. Ｒ Ｃ. Ｖ Ｃ. Ｐ

パネル面からのコントロール ○

ロードオン／オフ機能 ○

スイッチング機能 ○ ○ －－ －－

ソフトスタート機能 ○ －－ －－ －－

メモリ機能 ○

セットアップ機能 ○

ショート機能 ○

ノーマル・スピード・シーケンス機能 ○

ファースト・スピード・シーケンス機能 ○ ○ －－ －－

コンフィギュレーションの設定 ○

外部電圧コントロール機能 ○ ○ －－ ○

外部抵抗コントロール機能 ○ ○ －－ －－

ロードオン／オフ機能 ○

レンジ切換え機能 ○ ○ －－ －－

トリガ信号出力 ○

電流モニタ出力 ○

ショート信号出力 ○

ロードオン／オフ信号出力 ○

電圧表示 ○

電流表示 ○

電力表示 ○

モード表示 ○

アラーム表示 ○

ＧＰＩＢステータスの表示 ○

各種保護機能 ○

並列運転機能 ○

自動ファン・スピード・コントロール ○

リモート・センシング ○

コンピュータ・コントロール（下記のいずれか一方式）

　　・ＧＰＩＢによる方式（ＩＢ１１による）

　　・ＲＳ－２３２Ｃによる方式（ＲＳ１１による）

　　・ＭＣＢによる方式（ＭＣ１１Ｓによる）

パネル操作のフル・リモート・コントロール

（ＲＣＯ２－ＰＬＺによる）

設定値のテンキー入力（ＲＣ１１，ＲＣＯ２－ＰＬＺによる） ○

動作モード

○

○

１
　
パ
ネ
ル
操
作
機
能

４
　
そ
の
他

５
　
　
　
　
オ
プ
シ
ョ
ン
に
よ
る

　
　
　
付
加
機
能

３

　
機
能

　
　
パ
ネ
ル
表
示

２

　
　
機
能
　

　
外
部
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
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PSETキー................................................. 5-5
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